
　
　
　
『
続
古
事
談
』
写
本
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の

翻
刻
と
国
語
学
的
私
注
〈
３
〉　　
　

勝　

田　

耕　

起　

は
じ
め
に
・
凡
例
追
加

　

本
稿
は
、
同
名
論
文
〈
２
〉（『
玉
藻
』
五
六
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
の
続
き
で
あ
る
。【
注
釈
】
中
の
用
例
は
、
問
題
に
し
て
い
る

語
の
漢
字
に
フ
リ
ガ
ナ
が
あ
る
場
合
は
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
示
し
（
例
、
明ア

シ
タ日
）、
語
形
の
確
認
の
た
め
に
大
き
く
表
示
し
た
い
場
合

は
漢
字
の
下
に
山
括
弧
で
フ
リ
ガ
ナ
を
示
し
た
（
例
、
明
日
〈
ア
シ
タ
〉）。
漢
文
の
用
例
は
、
問
題
に
し
て
い
る
語
句
以
外
の
部
分
に
原

文
に
無
い
要
素
（
文
脈
理
解
の
た
め
の
句
読
点
や
返
り
点
、
推
定
さ
れ
る
読
み
等
）
を
付
し
た
場
合
が
あ
る
。

【
翻
刻
】

（
８
）
一
条
院
の
御

（
お
ん
と
き
）時
、
大
地
震*

の
あ
り
け
る
日
、
冷
（
れ
ん
ぜ
い
ゐ
ん
）

泉
院*
仰お
ほ

せ
ら
れ
け
る
は
「
池
の
中
島*

に
幄*

を
立た

て
よ
。
お
は
し
ま
す*

へ
き

事
あ
り
」
と
仰お

ほ

せ
ら
れ
け
れ
は
、
人
、
心
得え

す*

思
（
お
も
ひ
）

な
か
ら*
立た

て
ヽ
、
御
簾
か
け
、
莚
（
む
し
ろ
）*

敷（
し
）き*

た
る
に
、
午
（
む
ま
の
と
き
）
時*

は
か
り
に
渡わ
た

り
給
に
け
り
。
其
後
、
未
（
ひ
つ
じ
の
と
き
）
時
は
か
り
に
大
地
震
あ
り
て
、
遅を
そ

く
出い

つ
る
人*

は
う
ち
ひ
し
か
れ*

け
り
。
人
々
此
事
を
問
奉
た
て
ま
つ

り
け

れ
は
、「
去

（
さ
ん
ぬ
る
よ
）
夜*

の
夢
に
九
条
大
臣*

来
て
『
明（
あ
す
）日*

の
未
時
に
地
震
あ
る
へ
し
。
中
島
に
お
は
し
ま
せ
』
と
告つ

け*

つ
る
な
り
」
と

そ
仰お

ほ

せ
ら
れ
け
る
。
き
く
人
涙
を
流な
か

し*

け
り
。
彼
大
臣
の
霊
（
れ
い
）*

つ
き
そ
ひ
て*
ま
も
り
奉
た
て
ま
つ

る
な
る
へ
し
。
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【
注
釈
】

〇
大
地
震　

音
読
み
か
訓
読
み
か
。
色
「
地
震 

ヂ
シ
ン
」（
チ
畳
字
）、「
地
震 

ナ
ヰ
フ
ル 

俗
云
」（
ナ
畳
字
、
黒
川
本
。
二
巻
本
に
は
左

傍
訓
と
し
て
「
ナ
ヘ
ユ
ル
」
が
あ
る
）、「
驚 

ナ
ヰ 

地
震
也
」（
ナ
辞
字
、
黒
川
本
）。
長
門
本
平
家
「
馬
の
馳
せ
ち
が
ふ
音
、
大
ち
し
ん
、

い
か
つ
ち
の
如
し
」（
巻
一
六
・
一
谷
合
戦
事
）、
天
草
ヘ
イ
ケ
・
四
・
二
二
「
ソ
ノ
コ
ロdaigixinga 

ア
ッ
タ
」、
宇
津
保
物
語
・
楼
上
・
下

「
神
い
と
騒
が
し
く
ひ
ら
め
き
て
、
な
ゐ
の
や
う
に
土
動
く
」、
方
丈
記
「
ヲ
ヒ
タ
ヽ
シ
ク
ヲ
ホ
ナ
ヰ
フ
ル
コ
ト
侍
キ
」（
大
福
光
寺
本
）。

ち
な
み
に
日
本
言
語
地
図
２
６
３
図
「
地
震
」
で
は
、
九
州
東
南
部
か
ら
沖
縄
・
先
島
諸
島
に
か
け
て
ナ
エ
・
ナ
イ
・
ネ
エ
が
広
く
分
布

し
、
青
森
・
岩
手
・
佐
渡
に
も
語
形
が
見
え
る
。「
ジ
シ
ン
類
（
漢
語
）
と
ナ
エ
類
（
和
語
）
の
歴
史
的
関
係
は
、
分
布
か
ら
見
て
、
ナ
エ

類
が
古
い
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
」（『
国
立
国
語
研
究
所
報
告
』
三
〇

－

六
〔
別
冊
〕、
一
九
七
四
）
と
あ
る
。

〇
冷
泉
院　
「
冷
」
は
呉
音
リ
ャ
ウ
、
漢
音
レ
イ
、
推
定
音lɐŋ

で
韻
尾
が
鼻
音
。「
泉
」
は
呉
音
セ
ン
・
ゼ
ン
、
漢
音
セ
ン
。
広
韻
に
よ

れ
ば
「
全
」
と
同
音
で
、「
全
」
は
韻
鏡
22
転
歯
音
全
濁
四
等dziuɛn

。
源
氏
物
語
絵
巻
詞
書
に
は
「
れ
せ
ゐ
ん
の
み
か
と
」（
竹
河
）
と

あ
る
（
田
島
毓
堂
編
『
源
氏
物
語
絵
巻
詞
書
総
索
引
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
に
よ
る
）。
源
氏
物
語
大
成
に
よ
れ
ば
、
漢
字
表
記
も
少
な

く
な
い
が
大
島
本
は
「
れ
せ
い
院
」
を
中
心
に
（
竹
河
、
橋
姫
、
総
角
）、「
れ
せ
い
ゐ
ん
」「
れ
ん
せ
い
ゐ
ん
」（
鈴
虫
）、「
れ
い
せ
ん
院
」

（
御
法
）
と
あ
り
、
そ
の
他
伝
本
に
は
「
れ
ん
せ
い
院
」（
御
物
本
）、「
れ
い
せ
い
院
」（
肖
柏
本
、
国
冬
本
）、「
れ
い
せ
む
ゐ
ん
」（
池
田

本
、
三
条
西
家
本
）
と
あ
っ
て
、
現
代
の
常
識
的
な
読
み
「
れ
い
せ
い
（
い
ん
）」
と
記
す
も
の
は
少
な
い
。
冷
泉
（
レ
ŋ
セ
ｎ
）
と
い
う

韻
尾
撥
音
（
鼻
母
音
）
の
違
い
を
反
映
し
た
も
の
か
。「
平
家
読
み
方
一
覧
」（
旧
大
系
下
巻
四
七
八
頁
）
に
は
「
ご
れ
ん
ぜ
い
の
い
ん
﹇
後

冷
泉
院
﹈」
と
あ
る
。『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
三
巻
「
日
本
の
帝
王
と
年
数
」
に
は
冷
泉
院
と
後
冷
泉
院
を
「D

eijen in

」「G
oreijen 

in

」
と
記
し
て
お
り
、
頭
子
音
のD

は
誤
り
だ
が
、
こ
の
時
代
の
「
冷
泉
（
レ
イ
ゼ
ン
）」
と
い
う
語
形
の
確
例
と
い
え
る
。
古
本
節
用
集

の
付
録
「
京ケ

イ

師シ

九ク

陌ハ
ク

名ノ
ナ

」
に
は
「
一
条
…
冷
泉
」
が
あ
り
、
四
種
類
の
表
記
が
見
ら
れ
る
。

レ
イ
ゼ
ン
…
天
正
十
八
年
本
、
饅
頭
屋
本
、
黒
本
本
、
弘
治
二
年
本
、
経
亮
本
、
龍
門
文
庫
本
（
室
町
中
期
写
、
天
文
十
九
年
写
）、

岡
田
希
雄
旧
蔵
本
、
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
、
京
都
女
子
大
本
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レ
イ
セ
ン
…
永
禄
二
年
本
、
天
正
十
七
年
本
、
増
刊
下
学
集
、
枳
園
本
（
左
傍
訓
は
レ
ン
ゼ
イ
）

レ
ン
ゼ
イ
…
易
林
本
、
伊
京
集
（
た
だ
し
レ
イ
ゼ
イ
と
も
読
め
る
）

レ
イ
セ
イ
…
広
島
大
学
本
増
刊
節
用
集

　

そ
の
他
、
元
亀
二
年
本
運
歩
「
冷
泉 

レ
イ
セ
ン
」「
冷
泉セ
ン
イ
ン院
」、
静
嘉
堂
文
庫
本
運
歩
「
冷
泉 

レ
ン
ゼ
イ
」「
冷
泉
院 

レ
イ
ゼ
イ
イ
ン
」。

春
林
本
下
学
集
「
冷
泉
〈
レ
イ
ゼ
イ
〉」
は
左
傍
に
「
レ
ン
」
と
あ
る
。
下
学
集
他
本
は
レ
ン
ゼ
イ
・
レ
ン
セ
イ
が
多
い
。

〇
中
島　

庭
園
の
池
中
に
こ
し
ら
え
た
島
。
後
撰
集
「
か
の
院
の
な
か
し
ま
の
松
を
け
づ
り
て
か
き
つ
け
侍
け
る
」（
雑
一
・
一
〇
九
三
・

詞
書
）。
字
類
抄
に
な
し
。

〇
幄　

色
「
幄ア

ク 

ア
ケ
ハ
リ 
大
帳
也
」（
ア
地
儀
、
掲
出
字
に
入
声
点
あ
り
）。
朝
廷
の
儀
式
等
の
折
、
参
列
者
を
入
れ
る
た
め
臨
時
に
庭

に
設
け
た
仮
屋
。
以
下
の
例
の
よ
う
に
字
音
の
ア
ク
、
訓
の
ア
ゲ
ハ
リ
と
も
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
宇
津
保
物
語
・
国
譲
中
「
榊
の

蔭
に
時
蔭
、
松
方
、
近
正
ら
、〈
略
〉
参
り
て
あ
く
う
ち
て
居
た
り
」、
打
聞
集
・
二
二
・
麼
等
聖
弘
仏
法
事
「
東
の
方
に
は
二
色
の
あ
く

を
長
く
立
て
」。
和
名
抄
・
六
「
幄 

四
声
字
苑
云
、
幄
〈
於
角
反 

阿
計
波
利
〉
大
帳
也
」、
宇
津
保
物
語
・
俊
蔭
「
御
前
に
す
な
ご
ま
か
せ
、

前
栽
植
ゑ
さ
せ
、
あ
げ
ば
り
新
し
く
打
ち
て
」、
栄
花
物
語
・
鳥
辺
野
「
諸
大
夫
殿
上
人
な
ど
は
あ
げ
ば
り
に
著
き
た
り
」、『
江
記
』
寛

治
七
年
（
一
〇
九
三
）
十
月
一
二
日
条
（「
元
亨
四
年
具
注
暦
裏
書
」『
江
記
逸
文
集
成
』）
に
同
話
が
あ
り
「
池
中
嶋
可
立
幄
」
と
あ
る
が
、

伝
承
関
係
に
つ
い
て
は
「
出
典
と
見
な
し
得
る
か
ど
う
か
は
一
考
を
要
す
る
」
と
い
う
（『
注
解
』
五
一
頁
）。
そ
の
他
、「
ア
ク
ヤ
」
と

い
う
語
が
江
家
次
第
〔
一
一
一
一
頃
〕
九
・
行
幸
神
祇
官
儀
「
次
大
臣
還
幄
屋
」、
平
家
物
語
等
に
あ
る
。

〇
お
は
し
ま
す　

自
敬
表
現
。「
私
が
そ
こ
に
移
動
な
さ
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
」。
自
敬
表
現
の
概
念
と
近
年
ま
で
の
研
究
史
に
つ
い
て
は

福
島
直
恭
「
自
敬
表
現
と
絶
対
敬
語
」（『
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
』
一
二
、二
〇
一
〇
）
参
照
。

〇
心
え
す　

事
情
が
わ
か
ら
な
い
。
不
審
に
。
徒
然
草
・
七
八
「
物
の
名
な
ど
心
得
た
る
ど
ち
、
片
端
言
ひ
交
し
、
目
見
合
せ
笑
ひ
な
ど

し
て
、
心
知
ら
ぬ
人
に
心
え
ず
思
は
す
る
」。

〇
な
か
ら　

日
国
補
注
「「
な
が
ら
」
の
他
に
「
つ
つ
」
が
あ
り
、
上
代
は
後
者
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
中
世
「
つ
つ
」
が
衰
え
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た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
近
世
以
後
は
「
な
が
ら
」
が
一
般
的
と
な
る
」。
続
古
事
談
に
は
ツ
ツ
は
二
例
、
ナ
ガ
ラ
（
動
詞
連
用
形
接
続
）

も
二
例
。
ナ
ガ
ラ
と
ツ
ツ
そ
れ
ぞ
れ
の
接
続
形
式
と
し
て
の
表
現
性
の
違
い
と
史
的
接
点
に
つ
い
て
は
山
口
堯
二
「「
て
」「
つ
つ
」「
な

が
ら
」
考
」（『
国
語
国
文
』
四
九
の
三
、一
九
八
〇
）
参
照
。

〇
莚　

色
「
筵 

ム
シ
ロ 

廗 

同
」（
ム
雑
物
、
黒
川
本
。「
廗
」
は
席
の
俗
字
。
六
朝
・
唐
代
に
使
わ
れ
た
〈
学
研
漢
和
大
字
典
〉）、
観
「
莚 

ム
シ
ロ 
シ
キ
物 

ホ
ヒ
コ
ル
」（
仏
上
六
二
）。
霊
異
記
・
下
・
三
〇
「
床
立
、
敷
蓆
（
前
田
本
「
廗
」）、
備
食
」〈
真
福
寺
本
訓
釈 

席 

ム
シ

ロ
〉」、
蜻
蛉
日
記
「
た
だ
の
む
し
ろ
の
清
き
に
敷
き
替
へ
」（
天
禄
二
年
二
月
）

〇
し
き　

色
「
敷 
シ
ク 

布 

鋪 

設
（
以
下
十
字
略
）
已
上
同
」（
シ
辞
字
）

〇
午
時　

む
ま
の
と
き
。
枕
草
子
「
六
七
月
の
午
ひ
つ
じ
の
時
ば
か
り
に
」（
一
一
七
・
わ
び
し
げ
に
見
ゆ
る
も
の
）

〇
を
そ
く
い
つ
る
人　

逃
げ
遅
れ
て
建
物
か
ら
出
ら
れ
な
か
っ
た
人
。
７
話
「
を
そ
く
」
注
釈
参
照
。

〇
う
ち
ひ
し
か
（
れ
）　

ヒ
シ
グ
（
四
段
・
他
動
詞
）
は
枕
草
子
に
「
蓬
の
、
車
に
押を

し
ひ
し
が
れ
た
り
け
る
が
」（
二
〇
六
段
）
と
あ
り
、

現
代
で
は
「
う
で
ひ
し
ぎ
十
字
固
め
」
の
よ
う
な
関
節
技
の
名
称
の
中
に
残
る
。
物
理
的
に
ツ
ブ
ス
意
で
、
現
代
語
の
よ
う
に
「
う
ち
ひ

し
が
れ
る
」で
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て
い
る
状
態
を
言
う
の
は
新
し
い
。太
平
記「
近
づ
く
敵
あ
ら
ば
た
だ
一
打
ち
に
打
ち
拉
が
ん
と
」

（
巻
三
二
・
山
名
右
衛
門
佐
為
敵
事
、
西
源
院
本
。
天
正
本
は
巻
三
一
）、
玄
玖
本
は
「
唯
一
打
ニ
打
蟄ヒ

シ
カ

ン
ト
」
と
振
り
仮
名
が
あ
る
。

日
ポ
「V

chifixigui, gu, ida 

割
る
、
あ
る
い
は
、
細
か
に
砕
く
」。
旧
大
系
（
十
二
行
木
活
字
本
）
の
義
経
記
に
「
太
刀
の
脊
に
て
散
々

に
う
ち
ひ
し
き
」（
三
・
弁
慶
義
経
に
君
臣
の
契
約
申
事
）
と
あ
る
が
、
新
全
集
（
田
中
本
）
は
「
散
々
に
打
つ
。」
で
異
同
が
あ
る
。
続

古
事
談
の
ウ
チ
ヒ
シ
グ
は
早
い
例
か
も
し
れ
な
い
。
ヒ
シ
グ
（
下
二
段
・
自
動
詞
）
も
古
く
、
宇
津
保
・
祭
の
使
「
冠
の
破や

れ
ひ
し
げ
て
」、

源
氏
・
総
角
「
胸
も
ひ
し
げ
て
」、
宇
治
拾
遺
物
語
・
一
二
七
「
蛙
ま
ひ
ら
に
ひ
し
げ
て
死
に
た
り
け
り
」
の
例
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
例

ず
つ
だ
が
異
文
は
無
い
。

　

形
・
意
味
と
も
似
た
も
の
に
ヒ
サ
グ
・
ヒ
シ
ャ
グ
（
四
段
・
下
二
段
）
が
あ
る
。
色
「
拉 

ヒ
サ
グ 

ヒ
シ
グ
（
四
字
略
）
蟄　
已
上
同
」

（
ヒ
辞
字
）
は
両
者
が
同
語
の
異
形
態
で
あ
る
こ
と
を
示
す
例
だ
ろ
う
か
。
方
丈
記
（
兼
良
本
ほ
か
流
布
本
系
）
の
大
地
震
の
条
に
は
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地
の
動
き
、
家
や
ぶ
る
る
音
、
雷
に
異
な
ら
ず
。
家
の
内
に
を
れ
ば
忽
ち
に
う
ち
ひ
し
け
な
ん
と
す
（
大
福
光
寺
本
「
ヒ
シ
ケ
ナ
ン

ト
ス
」）。〈
中
略
〉
そ
の
中
に
、
あ
る
武
者
の
ひ
と
り
子
の
〈
中
略
〉
遊
び
侍
り
し
が
、
俄
か
に
崩
れ
埋
め
ら
れ
て
、
あ
と
か
た
な
く
、

ひ
ら
に
う
ち
ひ
さ
か
れ
て
（
後
半
は
大
福
光
寺
本
ほ
か
古
本
系
に
無
い
部
分
）

と
あ
り
、
意
味
差
は
見
い
だ
せ
な
い
。
温
故
知
新
書
「
拍
破 

ウ
チ
ヒ
サ
ク
」（
ウ
態
芸
）、
福
富
長
者
物
語
「
平
に
う
ち
ひ
さ
が
れ
た
る

烏
帽
子
」
と
あ
っ
て
、
中
世
の
共
存
状
況
の
整
理
は
必
要
。

　

ま
た
、『
江
記
』
同
話
の
対
応
箇
所
に
は
「
被
圧
伏
」
と
あ
る
。
漢
語
「
圧

（
あ
っ
ぷ
く
）伏
」
は
字
類
抄
類
に
無
い
が
、
十
世
紀
の
『
旧
唐
書
』
に
「
孝

逸
従
二
其
言
一
、
進
レ
兵
、
撃
二
超
ノ
賊
衆
一
圧
伏
。
官
軍
、
登
山
急
撃
レ
之
、
殺
二
数
百
人
一
」（
巻
六
十
・
宗
室
伝
）
と
あ
り
、
漢
語
と
し
て

す
で
に
入
っ
て
き
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、「
圧へ

し
伏ふ

す
」
あ
る
い
は
「
圧お

し
伏ふ

す
」
と
訓
じ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
ヘ
シ
フ
ス

は
古
今
著
聞
集
で
狸
を
押
さ
え
つ
け
る
例
、
オ
シ
フ
ス
は
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
〔
七
九
四
年
〕
に
「
抑
」
字
の
和
訓
が
あ
る
）。
そ
の

場
合
は
先
行
文
献
の
和
語
「
ヘ
シ
（
オ
シ
）
フ
セ
ラ
レ
」
が
続
古
事
談
で
「
ウ
チ
ヒ
シ
ガ
レ
」
に
改
編
さ
れ
た
理
由
・
表
現
効
果
を
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。

〇
去
夜
　
10
話
に
も
「
去
夜
」
が
あ
り
、
94
話
に
「
去
に
し
年
の
夏
」
が
あ
る
。「
去
夜
」
の
例
は
中
右
記
・
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）

十
二
月
一
六
日
「
去
夜
夢
想
云
、
…
」、
台
記
・
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
五
月
一
日
「
去
夜
よ
り
大
将
病
悩
す
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、

連
体
詞
的
「
去
」
字
は
〈
い
ぬ
る
・
い
に
し
・
さ
ん
ぬ
る
〉
と
読
む
可
能
性
が
あ
る
（
峰
岸
一
九
八
六
、五
三
四
頁
）。
峰
岸
同
書
は
「
説

話
文
学
作
品
に
見
え
る
記
録
語
」
と
し
て
「
去
シ
弘
安
元
年
夏
比
」（
沙
石
集
・
七
の
二
四
）、「
去
ヌ
ル
永
和
年
中
ニ
」（
三
国
伝
記
・
四

の
二
一
）
を
挙
げ
る
。

　

読
み
の
確
定
で
き
る
も
の
と
し
て
、
宇
津
保
物
語
に
は
「
い
ぬ
る
年
の
十
五
夜
に
」（
蔵
開
中
）、「
い
ぬ
る
二
月
十
二
日
」（
忠
こ
そ
）

ほ
か
二
例
の
異
同
の
無
い
例
が
あ
る
。
源
氏
物
語
に
は
「
い
ぬ
る
十
よ
日
の
ほ
ど
よ
り
」（
若
紫
）、「
い
ぬ
る
つ
い
た
ち
の
ひ
」（
明
石
）

の
二
例
（
異
同
な
し
）
の
他
、「
い
に
し
と
し
、
京
を
別
れ
し
時
」（
須
磨
）
が
あ
る
。
院
政
期
訓
点
資
料
で
は
、
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

承
徳
三
年
点
（
一
〇
九
九
年
）
九
「
去
〈
イ
ヌ
ル
〉
月
一
日
」、
神
田
本
白
氏
文
集
天
永
四
年
点
（
一
一
一
三
年
）
四
「
去
〈
イ
ン
シ
〉
年
」
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と
、
イ
ニ
シ
の
撥
音
便
形
イ
ン
ジ
が
見
え
る
。
鎌
倉
時
代
の
例
と
し
て
東
関
紀
行
「
去
に
し
承
久
三
年
の
秋
の
こ
ろ
」（
今
の
浦
〜
前
島
）、

春
の
深
山
路
「
去
に
し
文
永
の
初
め
つ
か
た
」
十
一
月
十
八
日
（
一
二
八
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
高
校
古
典
教
科
書
に
よ
く
掲

載
さ
れ
る
『
方
丈
記
』
大
風
・
火
事
の
条
「
い
ん
し
安
元
三
年
四
月
廿
八
日
か
と
よ
」
は
、
恐
ら
く
仮
名
書
き
の
兼
良
本
を
根
拠
に
、
大

福
光
寺
本
「
去
安
元
三
年
」（
漢
字
表
記
）
を
読
み
や
す
く
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ニ
シ
と
す
る
教
科
書
や
注
釈
書
も
多
い
（
簗
瀬

一
雄
『
方
丈
記
全
注
釈
』
四
二
頁
補
注
に
考
察
あ
り
。
簗
瀬
は
イ
ン
ジ
と
読
む
）
が
、
古
本
系
諸
本
に
は
「
さ
ん
ぬ
る
」「
さ
り
し
」
は

あ
る
け
れ
ど
も
「
い
に
し
」
は
見
え
な
い
（
青
木
伶
子
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
に
よ
る
）。

　

そ
の
「
さ
ん
ぬ
る
」
は
高
山
寺
本
古
往
来
（
院
政
期
点
）
に
「
去
〈
サ
ヌ
ル
〉
夏ナ

ツ
ノ
コ
ロ
ホ
ヒ比
」（『
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
』
六
四
頁
）、
尼

し
や
う
し
や
う
譲
状
に
「
さ
ん
ぬ
る
て
ん
ふ
く
二
ね
ん
に
」（
弘
安
五
年
〈
一
二
八
二
〉
七
月
二
十
日
、
鎌
倉
遺
文
一
四
六
四
七
）
と
あ
っ

て
、
イ
ン
ジ
同
様
、
院
政
期
以
降
に
例
が
見
え
る
。
延
慶
本
平
家
に
は
「
去
ヌ
ル
保
元
元
年
」「
去
ル
夜
」
な
ど
読
み
の
確
定
で
き
な
い
例

し
か
な
い
（「
去
夏
比
」
な
ど
送
り
仮
名
の
無
い
も
の
が
六
八
例
）
が
、
長
門
本
平
家
に
は
「
さ
ん
ぬ
る
仁
安
の
比
」（
巻
一
）
な
ど
元
号

前
の
仮
名
書
き
例
が
五
つ
あ
る
。
本
項
目
で
問
題
に
し
て
い
る
「
去
夜
」
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
イ
ヌ
ル
・
イ
ニ
シ
・
イ
ン
ジ
・
サ
ン
ヌ

ル
の
候
補
の
う
ち
、
サ
ン
ヌ
ル
だ
け
平
家
物
語
高
野
本
写
本
に
「
こ
れ
は
さ
ん
ぬ
る
夜
、
御
寝
の
な
ら
ざ
り
し
ゆ
へ
な
り
」（
巻
四
・
橋
合

戦
）
と
「
夜
」
と
い
う
単
語
を
直
接
修
飾
す
る
例
が
確
認
で
き
て
い
る
の
で
、「
サ
ン
ヌ
ル
ヨ
」
と
し
て
お
く
。
な
お
、
サ
ン
ヌ
ル
は
「
去

り
ぬ
る
」
の
変
化
と
言
わ
れ
る
が
、
サ
ン
ヌ
ル
よ
り
古
い
例
は
未
見
。
後
世
の
も
の
に
「
興
を
つ
く
さ
れ
侍
る
中
に
も
、
さ
り
ぬ
る
卯
月

廿
六
日
に
て
あ
り
し
や
ら
ん
、
常
の
御
所
に
行
幸
御
幸
あ
り
て
蹴
鞠
の
御
会
あ
り
」（
山
の
霞
、
一
四
七
〇
年
）
が
あ
る
。『
お
う
ふ
う
』

は
「
き
ぞ
」
と
読
む
。
万
葉
集
「
う
ち
ひ
さ
つ
宮
の
瀬
川
の
か
ほ
花
の
恋
ひ
て
か
寝ぬ

ら
む
伎
曾
も
今
夜
も
〈
東
歌
〉」（
一
四
・
三
五
〇
五
）

〇
九
条
大
臣　

藤
原
師
輔
（
九
〇
八
〜
九
六
〇
）
＝
冷
泉
院
の
外
祖
父
（
の
霊
）。

〇
明
日
　
色
「
明
日　
ア
ス
」（
ア
天
象
）。
ミ
畳
字
（
黒
川
本
、
二
巻
本
）
に
「
明
（
ミ
ャ
ウ
ニ
チ
）
日
」
は
無
し
（
明
暁
、
明
旦
な
ど
は
あ
る
）。
日
ポ

M
iŏnichi

。
古
事
記
・
下
・
歌
謡
「
置
目
も
や 

淡
海
の
置
目　

阿
須
よ
り
は 
み
山
隠
り
て 

見
え
ず
か
も
あ
ら
む
」、
竹
取
物
語
「
翁
年

七
十
に
あ
ま
り
ぬ
。
け
ふ
と
も
あ
す
と
も
し
ら
ず
」。
ア
シ
タ
は
「
朝
」
の
意
か
ら
「
翌
朝
」
を
指
す
よ
う
に
な
る
が
、
今
日
か
ら
見
た
「
翌
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日
」
を
い
う
例
と
し
て
早
い
も
の
は
北
野
本
孝
徳
紀
「
若
（
し
）
法
師
今
日
亡シ

ナ
者（
ば
）、
朕
従
（
ひ
）
て
明
日
〈
ア
シ
タ
〉
亡シ

ナ
ム
」（
白

雉
四
年
五
月
）
鎌
倉
初
期
点
（『
国
宝
北
野
本
日
本
書
紀
』
巻
二
五
、
貴
重
図
書
複
製
会
、
一
九
三
一
）。

〇
つ
け
　
色
「
告 

ツ
ク （
以
下
一
八
字
）
已
上
告
也
」（
ツ
辞
字
、
黒
川
本
）

〇
な
か
し　

三
巻
本
に
は
「
流 

ナ
カ
レ
」（
ナ
辞
字
、
黒
川
本
）
し
か
な
い
。
二
巻
本
は
「
流 

ナ
カ
ル
」
と
あ
っ
て
、
三
巻
本
と
同
じ
「
ナ

ヅ
ム
」
と
「
ナ
ン
ゾ
」
の
間
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
黒
川
本
は
「
ル
」
を
「
レ
」
と
書
き
損
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
十
巻
本
も
ナ
ガ

ル
の
み
で
、
他
動
詞
形
の
ナ
ガ
ス
は
無
い
。
観
「
漂 

ウ
カ
フ 

タ
ダ
ヨ
フ 

ナ
カ
ス
（
他
略
）」（
法
上
・
四
）

〇
霊　

呉
音
リ
ャ
ウ
、
漢
音
レ
イ
、
和
訓
ス
ダ
マ
の
い
ず
れ
か
。
日
国
「
り
ょ
う
」
は
「
た
た
り
を
な
す
生
霊
・
死
霊
な
ど
。
怨
霊
。
ろ

う
。」
と
し
て
、
角
川
古
語
大
辞
典
も
同
様
の
記
述
だ
が
、
漢
字
「
霊
」
自
体
に
悪
い
意
味
は
な
い
。
源
氏
物
語
・
柏
木
「
陰
陽
師
な
ど
も
、

お
ほ
く
は
、
女
の
り
ゃ
う
と
の
み
、
う
ら
な
ひ
申
し
け
れ
ば
」、
葵
「
こ
の
御
生い

き
す
た
ま霊
、
故こ

父ち
ち

大お
と
ど臣
の
御
ら
う
な
ど
い
ふ
者
あ
り
」、
米
沢
本

沙
石
集
・
九
・
一
「
嫉
妬
ノ
心
激
シ
ク
シ
テ
〈
中
略
〉
或
ハ
霊リ

ヤ
ウ

ト
ナ
リ
、
或
ハ
虵
ト
ナ
ル
」、
以
上
三
例
は
悪
霊
。
宇
津
保
物
語
・
蔵
開
上

「『
此
の
蔵
、
先
祖
の
御
れ
い
、
開
か
せ
給
へ
』
と
祈
り
給
ふ
」、
名
語
記
・
八
「
す
だ
ま
如
何
。
霊
の
字
也
。」。

〇
つ
き
そ
ひ
（
て
）　

意
味
は
現
代
語
よ
り
や
や
広
い
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
語
か
。
次
の
よ
う
に
異
同
も
多
い
。

① 

高
野
本
平
家
物
語
「
内
侍
と
て
ゆ
う
な
る
女
ど
も
〈
中
略
〉
よ
る
ひ
る
つ
き
そ
ひ
奉
り
、
も
て
な
す
事
か
ぎ
り
な
し
」（
巻
二
・

徳
大
寺
厳
島
詣
。
流
布
本
「
付
添
ひ
参
ら
せ
て
」。
※
長
門
本
、
延
慶
本
な
し
）。

② 

長
門
本
平
家
「
此
の
三
年
が
ほ
ど
は
つ
き
そ
ひ
奉
る
事
も
候
は
ね
ど
も
」（
巻
十
、
文
覚
房
発
心
因
縁
事
）。

③ 

金
刀
比
羅
本
保
元
「
汝
ら
つ
き
そ
ひ
て
は
防
戦
は
む
ず
ら
ん
」（
中
、
新
院
左
大
臣
殿
落
給
事
、
※
半
井
本
な
し
）

④ 

金
刀
比
羅
本
平
治
「
す
こ
し
な
ぐ
さ
み
給
へ
る
気
色
な
れ
ば
〈
中
略
〉
い
だ
き
つ
き
そ
ひ
た
て
ま
つ
ら
ず
」（
下
・
夜
叉
御
前
。

半
井
本
「
付
添
奉
ラ
ズ
」。
※
学
習
院
本
な
し
。
旧
大
系
補
注
三
三
七
頁
は
、
こ
の
よ
う
な
女
性
関
係
説
話
は
金
刀
比
羅
本
が
「
最

も
詳
細
で
、
源
氏
の
末
路
の
悲
し
み
を
女
性
の
愁
嘆
に
よ
っ
て
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
た
」
原
典
へ
の
追
補
部
分
と
見
る
）。

⑤ 

住
吉
物
語
・
上
「
姫
君
の
乳
母
子
に
侍
従
と
申
す
女
房
あ
り
〈
中
略
〉
こ
れ
の
み
ぞ
朝
夕
付
き
添
ひ
た
て
ま
つ
り
け
る
」（
新
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編
全
集
＝
大
東
急
記
念
文
庫
一
位
局
筆
本
。
新
大
系
＝
慶
長
古
活
字
十
行
本
「
是
ぞ
姫
君
に
つ
き
そ
ひ
て
」）

⑥ 

太
平
記
「
只
一
人
付
副
た
る
中
間
を
相
そ
へ
ら
れ
て
、
遙
遙
と
佐
渡
国
へ
ぞ
下
け
る
」（
二
・
長
崎
新
左
衛
門
尉
意
見
事
、
旧

大
系
＝
慶
長
八
年
古
活
字
本
。
※
玄
玖
本
は
「
付
纏マ

ト
ウ

タ
ル
中
間
ヲ
」、
天
正
本
（
新
編
全
集
）
は
「
付
き
纏ま
と

ひ
奉
る
雑
色
を
」）。

続
古
事
談
に
は
異
同
が
無
い
（『
注
解
』
校
異
に
よ
る
）。

【
翻
刻
】

（
９
）
河（

か
ふ
ち
）内*

前（
せ
ん
じ
）司*
重
通
と
云
者
、
童
（
わ
ら
は
）*

に
て
西
宮
に
あ
り
け
る
に
、
み
ち
悪あ

し
か
り
け
る
所
に
、
歩あ
ゆ

み
の
板い
た*

を
三（
さ
む
し
ま
い
）

四
枚*

は
か
り
敷し

き

渡わ
た

し
た
り
け
る
に
、
朱
雀
院
の
方か
た

よ
り
白し
ら

髭ひ
け*

な
る
翁
の
髻
も
と
ヽ
り

は
な
ち*

た
る
、
裾す
そ

を
と
り
て*

こ
の
板い
た

を
渡わ
た

ら
む
と
し
け
る
を
、
こ

の
重
通
か
稚お

さ
な

く
て*
板い
た

の
端
を
踏ふ

み
て
動う
こ

か
し
た
り
け
れ
は
、
此
翁
ひ
れ
ふ
し*

に
け
り
。
朱
雀
院
の
方
よ
り
蔵
（
く
ら
む
と
）人*

二
人
は
し
り

来き

て
手
を
引
て
帰か
へ

り*
に
け
り
。
後
に
き
け
は
冷
泉
院
の
お
は
し
ま
し
け
る
な
り
。
い
と
奇あ
や

し
き*

事
な
り
。

【
注
釈
】

〇
河
内　

和
名
抄
「
河
内　

加
不
知
」（
五
・
国
郡
部
・
畿
内
国
）。
色
「
河
内 

カ
ウ
チ
」（
カ
国
郡
）。
文
明
本
節
用
集
「
河
内
〈
カ
ワ
チ
〉」

（
カ
天
地
）。
古
語
大
鑑
「
こ
う
ち
（
河
内
）」
補
説
に
は
「
古
く
は
『
か
ふ
ち
』
が
一
般
的
で
あ
り
、『
か
は
ち
』
が
主
流
に
な
る
の
は

中
世
末
期
以
後
で
あ
る
」
と
あ
る
。
蔵
中
進
「〈
カ
フ
チ
〉
考
―
〈
河
内
〉
と
〈
開
中
〉」『
島
田
勇
雄
先
生
退
官
記
念
こ
と
ば
の
論
文
集
』

（
前
田
書
店
、
一
九
七
五
）
は
、〈
カ
ハ
＋
フ
チ
〉
語
源
説
の
否
定
と
カ
フ
チ
の
地
形
的
原
義
を
述
べ
た
も
の
。

〇
前
司　

前
の
国
司
。
古
語
大
辞
典
「
ぜ
ん
じ
」
に
は
「
古
く
は
『
せ
ん
じ
』
と
も
」
と
あ
り
、
語
誌
に
「
平
曲
で
は
セ
ン
ジ
が
標
準
だ
っ

た
ら
し
い
が
、
天
草
版
平
家
物
語
に
は
「
ゼ
ン
ジ[jenji]

」
と
あ
る
。」
と
の
記
述
が
あ
る
。
延
喜
式
「
新
司
、
不
レ
載
二
前
司
所
執
一
」（
巻

一
一
太
政
官
）。
源
氏
物
語
・
宿
木
「
常
陸
の
せ
ん
し
殿
の
姫
君
の
」。「
前
」
は
呉
音
ゼ
ン
、
漢
音
セ
ン
。
韻
23
転
歯
音
全
濁
四
等
で
韻

尾
は
ｎ
。「
司
」は
８
転
歯
音
全
清
でdzen+si

と
な
り
連
濁
す
る
。「
国
司
」は
日
本
書
紀
な
ど
に
も
見
え
る
が
、「
前
司
」の
延
喜
式（
九
二
七
）
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以
前
の
例
は
未
見
。
現
象
だ
け
見
る
と
「
呉
音
形
（
ゼ
ン
ジ
）
よ
り
漢
音
形
（
セ
ン
ジ
）
が
古
い
」
と
い
う
珍
し
い
ケ
ー
ス
に
な
る
が
、

漢
音
推
奨
時
代
の
国
の
役
職
名
的
な
も
の
だ
か
ら
漢
音
読
み
で
、
そ
の
後
「
前
」
字
の
呉
音
の
勢
力
が
増
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

〇
童　

語
形
変
化
は
、
わ
ら
は
↓
わ
ら
は
べ
↓
わ
ら
う
べ
↓
わ
ら
ん
べ
↓
わ
ら
べ
、
と
考
え
ら
れ
、
ワ
ラ
ワ
が
生
き
残
り
つ
つ
鎌
倉
時
代

ま
で
に
ワ
ラ
ベ
ま
で
の
語
形
が
出
現
し
て
い
る
が
、
字
類
抄
「
童　

ワ
ラ
ハ
」（
ワ
人
倫
）、
名
語
記
・
二
「
童
部
を
ば
、
わ
ら
べ
、
下
部

を
ば
、
し
も
べ
な
ど
、
よ
め
り
」
と
あ
る
の
で
、「
童
」
字
は
ワ
ラ
ワ
と
訓
じ
て
い
い
だ
ろ
う
。

〇
あ
ゆ
み
の
い
た　

延
喜
式
「
歩
板
十
枚
」（
五
・
神
祇
・
斎
宮
・
造
備
雑
物
）、
夫
木
和
歌
抄
・
二
一
「
み
ち
の
く
の
小
川
の
橋
の
あ
ゆ

み
板
の
君
し
そ
む
か
ば
我
も
そ
む
か
ん
」、
平
家
物
語
・
八
・
水
島
合
戦
「
中
に
む
や
ゐ
を
入
れ
、
あ
ゆ
み
の
板
を
引
並
べ
」。

〇
枚
　
呉
音
マ
イ
、
漢
音
バ
イ
。
源
氏
物
語
・
須
磨
「
白
き
唐
の
紙
四
五
ま
い
ば
か
り
」、
名
語
記
・
五
「
紙
な
ど
を
一
枚
、
二
枚
と
い

へ
る
、
ま
い
如
何
。
答
、
ま
い
は
ひ
ら
也
、
ひ
と
ひ
ら
、
ふ
た
ひ
ら
、
也
」。
色
「
枚　

ヒ
ラ
」（
ヒ
員
数
）。「
葩 

ハ
ナ
ヒ
ラ
」（
ハ
植
物
）

は
〈
花
＋
ヒ
ラ
（
普
通
名
詞
）〉
の
複
合
語
。
日
ポ
辞
書
に
「
紙
三
四
枚
」
を
「
カ
ミsŏxim

ai（
サ
ウ
シ
マ
イ
）」
と
表
記
し
た
例
が
あ
り
、

変
化
前
の
想
定
さ
れ
る
形
は
「
さ
む
し
ま
い
」。

〇
し
ら
ひ
け　

万
葉
集
・
二
〇
・
四
四
〇
八
「
ち
ち
の
み
の 

父
の
み
こ
と
は 

た
く
づ
の
の 

之
良
比
気
の
上
ゆ 

涙
た
り 

歎
き
の
た
ば
く
」、

梁
塵
秘
抄
「
白し

ら
い
し石
し
ら
ひ
け
白し
ら
た
う
め

専
女
」（
巻
二
・
四
句
神
歌
・
神
分
）、
万
葉
集
・
八
九
二
で
は
「
比
宜
」
と
濁
音
仮
名
が
使
わ
れ
て
い
る

の
で
上
代
か
ら
ヒ
ゲ
で
い
い
だ
ろ
う
。
右
の
「
之
良
比
気
」
の
「
気
」
は
清
音
仮
名
だ
が
、「
万
葉
集
で
は
、
清
音
仮
名
を
も
っ
て
濁
音
を

写
し
た
と
見
な
さ
れ
る
場
合
が
や
や
ふ
え
る
」（
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
「
上
代
語
概
説
」
二
章
・
橋
本
四
郎
）。
ま
た
、
複
合
語

後
部
要
素
の
二
拍
目
が
濁
音
だ
か
ら
、「
シ
ラ
ビ
ゲ
」
に
は
な
ら
な
い
が
、「
鬢
髭
」
は
日
ポ
に
「B

inpigue

（
ビ
ン
ピ
ゲ
）」
の
例
が
あ
る
。

〇
も
と
と
り
は
な
ち　

冠
や
烏
帽
子
を
か
ぶ
ら
ず
、
髻
を
あ
ら
わ
に
出
す
。
不
格
好
で
礼
儀
に
反
す
る
姿
。
大
鏡
・
四
・
道
隆
「
三
所
な

が
ら
、
御
も
と
ど
り
は
な
ち
て
お
は
し
ま
し
け
る
は
、
い
と
こ
そ
み
ぐ
る
し
か
り
け
れ
」、
堺
本
枕
草
子
・
む
と
く
な
る
も
の
「
翁お

き
な

の
も
と

ど
り
は
な
ち
た
る
」（
一
八
三
段
。
旧
大
系
底
本
岩
瀬
文
庫
〈
両
類
本
〉
一
二
五
段
も
同
文
）、
平
家
物
語
・
三
・
公
卿
揃
「
束
帯
た
だ
し

き
老
者
が
、
も
と
ど
り
は
な
っ
て
ね
り
い
で
た
り
け
れ
ば
」
等
い
ず
れ
も
身
な
り
の
乱
れ
た
描
写
だ
が
、
こ
の
「
は
な
つ
」
は
ど
う
い
う
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意
味
か
。
日
国
は
「
く
っ
つ
い
て
い
る
状
態
の
も
の
を
、
解
い
て
分
け
る
。
そ
の
対
象
か
ら
引
き
は
な
す
」
と
し
て
古
今
著
聞
集
の

「
本

（
も
と
と
り
）鳥
を
は
な
ち
て
」（
一
六
・
五
七
六
）
を
載
せ
る
が
、
む
し
ろ
「
牧
草
地
に
牛
を
ハ
ナ
ツ
」
の
よ
う
な
、「
拘
束
を
解
く
」
感
じ
だ
ろ

う
か
。
日
国
に
は
別
の
意
味
区
分
と
し
て
「
解
放
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
に
変
化
さ
せ
る
。
開
い
た
状
態
に
す
る
」
が
あ
る
が
、
用
例
は
「
格

子
を
は
な
つ
」
で
、
対
象
の
在
り
方
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
元
和
本
和
名
抄
「
髻
〈
和
名 

毛
止
々
利
〉」（
三
・
形
体
部
毛
髪
類
）。

〇
す
そ
を
と
り
て　

色
「
裾 

ス
ソ
」（
ス
雑
物
）。
源
氏
物
語
「
こ
の
侍
従
〈
中
略
〉
馬
に
乗
せ
む
と
す
れ
ど
、
さ
ら
に
聞
か
ね
ば
、
衣

の
す
そ
を
と
り
て
、
立
ち
添
ひ
て
行
く
」（
浮
舟
）

〇
お
さ
な
く（
て
）　

色
「
稚 

オ
サ
ナ
シ 

少 

庸 

児 

幼 

种 

已
上
同
」（
オ
人
事
・
黒
川
本
）、「
不
肖 

オ
サ
ナ
シ 

不
了 

同
」（
オ
畳
字
・
黒

川
本
）。
歴
史
的
仮
名
遣
い
「
を
さ
な
し
」。

〇
ひ
れ
ふ
し　

江
記
「
重
通
踏
板
一
端
、
令
動
揺
、
翁
則
平
伏
」
と
あ
る
。「
ヒ
レ
フ
ス
」「
平へ

い
ふ
く伏
」
に
転
倒
の
意
味
は
な
く
、「
板
を
動

か
し
た
の
で
翁
は
（
無
様
に
転
倒
し
て
）
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
色
「
帖 

ヒ
レ
フ
ス
」（
ヒ
人
事
）、「
蝶

臥 

ヒ
レ
フ
ス
」（
ヒ
畳
字
）。

〇
蔵
人　

色
「
蔵
人 

ク
ラ
ウ
ト
」（
ク
官
職
・
黒
川
本
）。
二
巻
本
、
十
巻
本
に
和
訓
な
し
。
古
語
大
鑑
補
説
「
平
安
時
代
に
は
「
く
ら

う
ど
」
と
読
ん
だ
確
か
な
例
は
得
ら
れ
ず
、
仮
名
で
「
ひ
と
」
か
「
人
」
と
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
。
院
政
期
に
「
く
ら
ん
ど
」
と
撥
音

便
に
な
っ
た
例
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、「
く
ら
う
ど
」
と
ウ
音
便
の
早
い
例
は
鎌
倉
時
代
中
期
ま
で
下
る
」。
源
氏
物
語
・
桐
壺
「
大
蔵

卿
、
く
ら
ひ
と
仕
う
ま
つ
る
」、
源
氏
物
語
・
若
紫
「
か
く
い
ふ
は
播
磨
の
守
の
子
の
、
く
ら
人
よ
り
今
年
か
う
ぶ
り
え
た
る
な
り
け
り
」、

高
山
寺
本
古
往
来
院
政
期
点
「
君
達
蔵
人
〈
ク
ラ
ム
ト
〉
如
ク
雲
ノ
集
ハ
リ
」、
法
音
田
地
譲
状
「
右
、
件
田
地
者
、
法
音
房
先
祖
私
領
也
、

而
今
源
く
ら
う
と
と
の
ち
や
く
し
ミ
や
ま
つ
こ
せ
に
、限
永
代
、本
券
一
通
あ
ひ
そ
え
て
、ゆ
つ
り
ま
い
ら
る
事
実
也
」弘
安
十〈
一
二
八
七
〉

年
二
月
廿
四
日
（『
鎌
倉
遺
文
』
に
よ
る
）。

〇
か
へ
り　

色
「
返 

カ
ヘ
ル 

還 〈
中
略
〉 

帰 

復 

翻 

変
（
以
下
一
五
字
）
已
上
同
」（
カ
辞
字
）

〇
あ
や
し
き　

４
話
注
釈
「
あ
や
し
み
」
参
照
。

― 104 ―

フェリス女学院大学文学部紀要第57号（2022年3月）

P95-勝田耕起先生.indd   104P95-勝田耕起先生.indd   104 2022/03/04   16:49:212022/03/04   16:49:21



【
翻
刻
】

（
10
）
堀
川
院
は
末

（
ま
っ
だ
い
）代*

の
賢
（
け
ん
わ
う
）王*

也
。
な
か
に
も*

天
下*

の
雑（
ざ
ふ
む
）務*

を
殊
に
御
意
に
入
（
い
れ
）*

さ
せ
給
た
り
け
り
。
職（
し
き
じ
）事*

の
奏
し
た
る
申
（
ま
う
し
ふ
み
）
文*

を
召め

し
取と

り
て*

、
御
夜（
よ
ゐ
）居*

に
、
又
こ
ま
か
に
御
覧
し
て*

、
所
々
に
は
さ
み
紙*

を
し
て
「
此
事
た
へ
ぬ*

へ
し
、
此
事
重
（
か
さ
ね
）

て
問

へ
し
」
な
と
、
御
手て

つ
か
ら*

書か

き
付つ

け
て*

、
次
（
つ
ぎ
の
ひ
）日*

、
職
事
の
参
た
る
に
賜た
ま

は
せ*

け
り
。
一
（
ひ
と
と
ほ
り
）通*

こ
ま
か
に*

聞き

こ
し
食め

す*

事
た

に
あ
り
か
た
き*

に
、
重
て
御
覧
し
て
、
さ
ま
て
の
御
沙
汰
あ
り
け
ん
、
い
と
や
む
事
な
き
事
也
。
す
へ
て
、
人
の
公（
く
じ
）事*

つ
と
む

る
ほ
と
な
と
を
も
、
御
意
に
入

（
い
れ
）

て
御
覧
し
定さ
た

め*

け
る
に
や
、
追
儺*

の
出
仕*

に
故
障*

申
た
る
公
（
く
ぎ
や
う
）卿*

、
元
（
ぐ
わ
ん
ざ
む
）
三
の
小（
こ
で
う
は
い
）

朝
拝*

に
参
た

る
を
は
、
こ
と
〳
〵
く*

追
（
お
ひ
）

入い

れ*

ら
れ
け
り
。「
去
（
さ
ん
ぬ
る
よ
）夜
ま
て
所
労*

あ
ら
ん
も
の
ヽ
、
い
か
て
か
一
夜*

の
内
に
直な
を

る*

へ
き
。
偽い
つ
は

れ*

る
事
也
」
と
仰
ら
れ
け
り
。
白
川
院
は
此
聞
（
き
こ
し
め
し
）
食
て
「
聞き

く
と
も
聞き

か
し*

」
と
そ
仰
ら
れ
け
る
。
あ
ま
り
事*

也
と
思
（
お
ぼ
し
め
し
）
食
け
る
に
や
。

【
注
釈
】

〇
末
代
　
の
ち
の
時
代
。
後
世
。
将
来
。
字
類
抄
な
し
。
霊
異
記
「
所
造
経
疏
長
流
末
代
」（
上
・
序
）、
金
刀
比
羅
本
平
治
物
語
「
頼
朝

は
〈
中
略
〉
末ま

つ
だ
い代
の
大
将
か
な
」（
中
・
義
朝
奥
波
賀
に
落
著
事
）。
日
ポ
に
は
「M

atçudai 

ま
た
は M

atdai

」
と
あ
り
、
こ
の
マ
ツ
ダ
イ

に
対
す
る
邦
訳
本
注
に
「
入
声t

の
開
音
節
化
し
た
形
。
類
例
にB

utçuji, Q
iatatçu

な
ど
が
あ
る
」
と
あ
る
。「
仏
事
」
はB

utji

も
立
項
し
、

「
脚

（
き
ゃ
た
つ
）榻
」
は
「Q

iatat

と
い
う
方
が
ま
さ
る
」
と
入
声
音
の
優
位
性
を
記
し
て
い
る
。
マ
ッ
ダ
イ
、
ブ
ッ
ジ
は
促
音
後
の
濁
音
。
現
代
人

と
し
て
は
違
和
感
の
あ
る
発
音
で
、こ
れ
に
関
す
る
諸
家
の
言
説
は
高
山
倫
明「
促
音
の
あ
と
の
濁
音
」『
島
大
国
文
』二
一
号（
一
九
九
三
）

参
照
。

〇
賢
王
　
続
日
本
紀
「
古
賢
王
有
言
」（
和
銅
五
年
〔
七
一
二
〕
九
月
己
巳
）、
孟
子
・
尽
心
上
「
古
之
賢
王
」。『
富
家
語
』
に
は
「
賢
皇

ノ
崩
給
時
」（
応
保
元
年
）
と
あ
る
。
日
ポ
「Q

envŏ

（
賢
王
）」
以
前
の
仮
名
書
き
例
は
未
見
だ
が
、
日
ポ
の
「X

invŏ

（
親
王
）。
た
だ
し
、

発
音
はX

innŏ(

シ
ン
ナ
ウ
）
王
国
の
世
継
ぎ
の
子
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
け
ん
わ
う
」
は
鼻
音
＋
ワ
行
だ
が
、
連
声

し
て
い
な
い
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、「『
連
声
は
表
記
し
な
い
』
と
い
う
規
範
、
す
な
わ
ち
一
種
の
『
仮
名
づ
か
い
』
が
存
在
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し
て
い
た
こ
と
」（
遠
藤
邦
基
「
連
声
の
表
現
効
果
」『
國
文
學
』
七
七
、一
九
九
八
）
は
考
え
る
べ
き
で
、
現
代
ま
で
は
残
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、ケ
ン
ノ
ー
の
よ
う
な
発
音
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。「
賢
」は
呉
音
ゲ
ン
、漢
音
ケ
ン
で
法
華
経
音
訓
に
は「
賢 

ゲ
ン
」

と
あ
る
。
平
家
読
み
方
一
覧
（
旧
大
系
）
で
語
頭
濁
音
は
「
賢
聖
〈
ゲ
ン
ジ
ョ
ウ
〉」
の
み
。
韻
23
転
喉
音
全
濁
四
等ɦen

で
、
中
国
語

の
声
門
音
を
日
本
語
の
軟
口
蓋
音
で
写
し
た
も
の
。「
王
」
は
32
転
喉
音
清
濁
三
等
喩
母ɦɪuaŋ

。

〇
な
か
に
も　

そ
の
中
で
も
。
格
助
詞
デ
が
明
確
に
分
出
す
る
前
な
の
で
、「
ニ
」
が
意
味
領
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
２
話
の
注
釈
を

参
照
。
枕
草
子
・
二
六
一
・
歌
は
「
歌
は
ふ
ぞ
く
。
中
に
も
、
杉
立
て
る
門
。
神
楽
歌
も
を
か
し
」、
大
鏡
・
六
・
道
長
下
「
な
か
に
も
、

わ
か
う
よ
り
、
十
戒
の
な
か
に
、
妄
語
を
ば
た
も
ち
て
侍
身
な
れ
ば
こ
そ
、
か
く
い
の
ち
を
ば
た
も
た
れ
て
候
へ
」。

〇
天
下　

日
ポ
「Tencauo 
ヲ
サ
ム
ル
」。
日
国
「
て
ん
か
」
語
誌
「
呉
音
テ
ン
ゲ
で
読
ま
れ
る
場
合
は
、
仏
典
に
お
け
る
用
法
が
日
常
化

し
た
も
の
で
、
天
上
界
に
対
す
る
地
上
界
を
言
い
、
一
方
漢
音
テ
ン
カ
で
読
ま
れ
る
場
合
は
、
国
家
・
国
土
な
ど
の
意
で
、
両
者
は
本
来

は
系
列
を
異
に
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
確
証
に
乏
し
い
の
で
、
漢
字
表
記
の
例
は
便
宜
上
本
項
に
収
め
た
」。
日
国
発
音
・

音
史
「
中
世
・
近
世
は
「
て
ん
か
」「
て
ん
が
」「
て
ん
げ
」
の
三
様
」。
高
野
本
平
家
に
は
「
テ
ン
ガ
」
の
フ
リ
ガ
ナ
あ
り
。
文
明
本
節

用
集
「
天
下
〈
テ
ン
カ
〉」（
テ
態
芸
）。

〇
雑
務　

字
類
抄
に
は
無
し
。
日
ポ
「Zŏm

u
」。
易
林
本
節
用
集
「
雑
務 

ザ
フ
ム
」（
サ
言
辞
）。
日
国
「
ぞ
う
む
」
補
注
「
日
本
史
な

ど
で
は
多
く
「
ざ
つ
む
」
と
読
ま
れ
て
い
る
」。
続
日
本
紀
「
大
宝
元
年
始
建
館
舎
、
雑
務
公
文
、
一
准
郡
例
」（
和
銅
六
年
〔
七
一
三
〕

九
月
己
卯
）。「
雑
」
か
ら
始
ま
る
熟
語
を
前
田
本
字
類
抄
で
見
る
と
、
漢
字
に
声
点
が
差
し
て
あ
る
も
の
三
語
で
、
い
ず
れ
も
入
声
点
。

「
雑
芸 

サ
ウ
ケ
イ
」
は
複
声
点
、「
雑
袍 

サ
フ
ハ
フ
」「
雑
丹
」
は
単
声
点
。
和
訓
の
み
の
も
の
「
雑
仕 

サ
ウ
シ
」、
声
点
・
和
訓
と
も

な
い
も
の
「
雑
怠
」「
雑
色
」「
雑
人
」「
雑
乱
」「
雑
事
」「
雑
要
」「
雑
促
」。

〇
御
意
に
入　

ギ
ョ
イ
は
お
考
え
。
お
ぼ
し
め
し
。
色
「
心 

コ
コ
ロ 
意 
情
」（
コ
人
体
）
と
あ
っ
て
「
御
意
」
は
「
み
こ
こ
ろ
」
と
も

読
め
る
。
権
記
「
猶
有
愛
憐
之
御
意
」（
寛
弘
八
年
〈
一
〇
一
一
〉
五
月
二
七
日
）、
金
刀
比
羅
本
保
元
物
語
・
中
・
関
白
殿
本
官
に
帰
復

し
給
ふ
事
「
左
大
臣
殿
院
方
に
伺
候
の
間
、
御
意
〈
ギ
ョ
イ
〉
の
通
ず
る
こ
と
、
世
に
隠
れ
な
し
」（
同
じ
箇
所
、
半
井
本
で
は
「
御
心
共
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ノ
通
事
」）。「
入
る
（
下
二
段
）」
は
、「
知
覚
で
き
る
範
囲
内
に
置
く
こ
と
、
心
に
と
め
る
、
気
に
か
け
る
」
意
。
28
話
、
148
話
に
「
心
に

入
て
習
ふ
」
が
あ
り
、
熱
心
に
、
関
心
を
も
っ
て
習
う
意
。
平
中
物
語
・
三
一
「
こ
と
に
心
に
入
て
も
思
は
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、
言
ひ
さ
し

て
も
の
も
言
ひ
や
ら
で
」、
枕
草
子
・
八
三
・
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
頃
、
西
の
廂
に
「
か
う
心
に
入
て
思
た
る
事
を
た
が
へ
つ
れ

ば
罪
得う

ら
ん
」、
赤
人
集
「
飽
か
で
の
み
過
ぎ
行
く
春
を
い
か
で
か
は
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
惜
し
ま
ざ
る
べ
き
」。
近
世
以
降
、
貴
人
や
主
君

な
ど
の
お
ぼ
し
め
し
に
か
な
う
・
お
気
に
入
り
の
意
で
「
御
意
に
い
る
（
四
段
）」「
御
意
に
入
り
」
と
い
う
語
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
時

期
的
に
も
意
味
的
に
も
続
古
事
談
の
こ
の
例
と
は
連
続
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。﹇
参
考
例
﹈虎
明
本
狂
言
・
鐘
の
音「
此
か
ね
の
ね
は
、

音
も
か
た
し
、
御
意
に
い
る
ま
ひ
」、
傾
城
禁
短
気
「
膝
元
去
ら
ず
の
御
意
に
入
に
て
」（
六
・
三
）。

〇
職
事
　
十
巻
本
「
軄
事
」（
シ
畳
字
、
訓
な
し
）。
蔵
人
等
の
宮
中
の
職
員
。
落
窪
物
語
・
三
「『
い
づ
こ
の
人
ぞ
』
と
問
へ
ば
、『
衛
門

督
の
殿
の
家
司
、
し
き
じ
ど
も
な
り
〈
中
略
〉』
と
て
」、
大
鏡
・
時
平
「
帝
〈
中
略
〉
御
気
色
い
と
あ
し
く
な
ら
せ
給
ひ
て
、
し
き
し
を

召
し
て
」。

〇
申
文　

上
申
書
。
兼
盛
集
〔
九
九
〇
頃
〕「
申
文
に
か
き
て
奉
る
」、
平
家
物
語
・
一
・
願
立
「
卅
余
人
、
申
文
を
さ
さ
げ
て
陣
頭
へ

参
じ
け
る
」、
孝
徳
紀
・
大
化
二
年
二
月
「
切

た
し
か
に

諫
陳マ
ウ
シ
フ
ミ䟽
、
納い
れ
よ

二
於
設
（
ま
う
け
の
ひ
つ
）
匱
一
」（
北
野
本
巻
二
五
鎌
倉
初
期
点
）、
岩
崎
本
推
古
紀
・
八
年
（
巻

二
二
、
平
安
中
期
末
点
）
に
「
奏タ（

て
ま
つ
り
て
）レ
表
〈
マ
ウ
シ
フ
〉
を
」
と
あ
る
。

〇
め
し
と
り
（
て
）　

上
位
者
の
命
令
で
呼
び
取
る
。
召
し
寄
せ
る
。
竹
取
物
語
「
鍛
冶
た
く
み
六
人
を
召
と
り
て
〈
中
略
〉
蔵
を
あ
げ
て

玉
の
枝
を
作
り
給
ふ
」（
蓬
莱
玉
枝
）、
台
記
・
久
安
七
年
〔
一
一
五
一
〕
正
月
九
日
「
上
卿
何
人
可
召
侍
哉
、
皆
自
此
召
取
て
、
可
令

参
内
之
由
、
存
思
給
者
也
」。

〇
御
夜
居
　
夜
間
、
寝
な
い
で
詰
め
て
い
る
こ
と
。
権
記
・
長
保
三
年
〔
一
〇
〇
一
〕
一
〇
月
三
一
日
「
自
二
今
夜
一
、
請
二
教
静
阿
闍
梨
一
、

為
夜
居
」、
源
氏
物
語
・
薄
雲
「
よ
ゐ
な
ど
い
と
た
へ
が
た
う
お
ぼ
え
」。

〇
御
覧
し
（
て
）　
「
覧
」
は
韻
40
転
舌
音
歯
・
清
濁
一
等lam

で
鼻
音
ｍ
＋
す
（
無
声
音
）
と
な
る
の
で
、
ゴ
ラ
ン
ズ
と
連
濁
す
る
。
室
町

時
代
に
は
ゴ
ラ
ウ
ズ
に
変
化
し
て
い
る
が
、
敬
意
は
維
持
し
て
い
る
（
玉
塵
抄
・
二
〇
「
玄
宗
の
此
を
ご
ら
う
じ
て
な
を
な
を
ひ
さ
う
さ
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し
む
た
ぞ
」、
天
草
イ
ソ
ポ
・
ネ
テ
ナ
ボ
帝
王
イ
ソ
ホ
に
御
不
審
の
条
々
「
コ
レ
ヲ gorŏjerarete 

大
キ
ニ
驚
カ
セ
ラ
ル
ル
」）。
近
世
に
は

「
お
め
へ
の
所
で
も
さ
う
仕し

て
御
覧
〈
ゴ
ラ
ウ
〉
じ
ろ
」（
浮
世
風
呂
・
三
・
下
）
の
よ
う
な
卑
俗
な
例
が
あ
り
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
上

一
段
化
、
補
助
動
詞
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

〇
は
さ
み
紙　

し
お
り
や
付
箋
の
よ
う
に
目
印
を
つ
け
る
こ
と
だ
が
、
他
の
例
は
未
見
。
こ
こ
で
の
ハ
サ
ム
の
意
味
は
「
物
の
間
に
さ
し

入
れ
て
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
」
で
、
色
「
挟 

ハ
サ
ム 

于 

挿 

鋏
（
以
下
一
二
字
略
）
已
上
同
」（
ハ
辞
字
）
と
あ
る
う
ち
の
「
挿
」
が

動
作
的
に
は
対
応
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
宇
津
保
物
語
・
あ
て
宮
「
う
れ
へ
文
を
作
り
て
、
文ふ

ん
ば
さ
み挟
に
は
さ
み
て
出
立
ち
給
ふ
」。
本
の
読
み
か

け
頁
に
は
さ
む
も
の
を
「
し
お
り
」
と
呼
ぶ
の
は
近
世
か
ら
。「
付
箋
」
は
近
代
の
例
の
み
。
疑
問
や
注
意
事
項
な
ど
を
記
し
て
書
物
な
ど

に
貼
付
（
全
面
糊
づ
け
）
し
た
も
の
を
「
押
紙
（
オ
ウ
シ
／
お
し
が
み
）」
と
い
い
、
院
政
鎌
倉
期
の
例
が
あ
る
。
後
二
条
師
通
記
・
寛
治

六
年
〔
一
〇
九
二
〕
一
〇
月
一
四
日
「
九
条
殿
御
日
記
於
燈
下
一
見
了
、
所
々
有
押
紙 

云
々
」、
古
今
著
聞
集
・
一
一
・
三
九
七
「
僻
事

あ
る
所
所
に
押
紙
を
し
て
、
そ
の
あ
や
ま
り
を
御
自
筆
に
て
し
る
し
つ
け
て
〈
中
略
〉
そ
の
を
し
紙
今
に
あ
り
」。
糊
付
け
し
な
か
っ
た
か

ら
「
は
さ
み
紙
」
か
。
時
代
が
下
る
と
「
付
け
紙
」「
不
審
紙
」
が
あ
る
。
昨
日
は
今
日
の
物
語
・
上
「
医
書
を
あ
つ
め
〈
中
略
〉
合
点
の

ゆ
か
ぬ
所
に
つ
け
が
み
を
付
る
。〈
中
略
〉『
是
は
ふ
し
ん
が
み
と
て
合
点
の
ゆ
か
ぬ
所
に
付
て
、
後
に
師
匠
に
問
ふ
た
め
に
つ
け
る
』」。

〇
た
へ
ぬ　

諸
本
「
た
つ
ぬ
（
尋
）」
と
す
る
が
、
Ｆ
本
で
は
前
後
の
字
形
比
較
か
ら
明
ら
か
に
「
へ
」
な
の
で
、「
堪
へ
ぬ
べ
し
」
と
解

す
る
。
宇
津
保
・
内
侍
督
「『
承
り
て
身
に
堪
へ
ぬ
べ
き
こ
と
な
ら
ば
仕
う
ま
つ
り
、
堪
へ
ぬ
こ
と
な
ら
ば
、
そ
の
由
を
こ
そ
奏
し
は
べ

ら
め
』」（
仲
忠
↓
朱
雀
帝
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
た
ふ
」（
下
二
）
は
負
担
で
き
る
、
任
に
当
た
り
得
る
、
で
き
る
意
。

〇
御
て
つ
か
ら　

色
「
手 

テ
ツ
カ
ラ
」（
テ
人
事
）、「
手
自 
テ
ツ
カ
ラ
」（
テ
畳
字
）。
万
葉
・
五
・
八
一
三
「
真
珠
な
す 

二
つ
の
石
を
〈
略
〉

海
上
の 

子
負
の
原
に 

み
弖
豆
可
良 

置
か
し
給
ひ
て
」。

〇
か
き
つ
け
（
て
）　

証
拠
や
備
忘
の
た
め
に
書
き
留
め
る
。
今
昔
に
十
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
書
（
キ
）
付
（
ク
）」。
土
左
日
記
・
冒
頭

「
そ
の
よ
し
、
い
さ
さ
か
物
に
か
き
つ
く
」、
徒
然
草
・
序
「
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な
し
事
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
」。

〇
次
日
　
今
昔
に
「
次
ノ
日
」
の
例
多
数
。
ツ
ギ
ノ
ヒ
と
訓
読
み
す
る
。
源
氏
物
語
・
賢
木
「
つ
き
の
日
」（
源
氏
大
成
校
異
編
、
底
本
は
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大
島
本
）。

〇
た
ま
は
せ　

色
「
給 

タ
マ
フ 

賜 

貺 （
以
下
一
六
字
略
）」（
タ
辞
字
、
黒
川
本
）。

〇
一
通　

新
大
系
は
「
一
返
」、『
注
解
』
は
「
一
通
」
で
、
校
異
で
は
群
類
本
の
み
「
一
返
」。
し
か
し
179
話
に
仮
名
書
き
で
「
ひ
と
か
へ

り
」
が
有
り
、
同
じ
よ
う
な
文
脈
な
の
で
、
こ
こ
は
「
一
返
（
ひ
と
か
へ
り
）」
の
本
文
が
勝
る
と
思
わ
れ
る
。「
ひ
と
か
へ
り
」
は
動
作
・

事
柄
の
一
ま
と
ま
り
、
一
度
、
一
回
で
、
源
氏
物
語
や
更
級
日
記
に
複
数
例
が
あ
る
（
若
菜
下
「
た
だ
ひ
と
か
へ
り
舞
ひ
て
い
り
ぬ
る
は

い
と
お
も
し
ろ
く
」
等
）。「
ひ
と
と
ほ
り
」
は
（
１
）
雨
な
ど
が
さ
っ
と
通
り
過
ぎ
る
こ
と
。
竹
む
き
が
記
・
下
「
雨
に
わ
か
に
降
り
い

で
て
、
窓
う
つ
音
も
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
。
さ
れ
ど
一
と
を
り
に
て
や
み
ぬ
れ
ば
」、
太
平
記
「
秋
の
し
ぐ
れ
一
通
り
し
て
（
一
三
・
足
利
殿

東
国
下
向
）、（
２
）
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ざ
っ
と
行
な
う
こ
と
。
一
回
順
を
追
う
こ
と
。
申
楽
談
儀
・
能
書
く
様
「
石
河
の
女
郎
の
能
は
、

十
番
を
一
と
を
り
し
て
、
中
年
寄
り
て
、
元
雅
す
べ
き
能
也
」
の
よ
う
な
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
Ｆ
本
他
の
「
一
通
」
は
室
町
時
代
以

降
の
改
編
部
分
と
ま
ず
は
考
え
て
お
く
。

〇
こ
ま
か
に　

名
義
抄
に
「
細
」「
密
」
の
和
訓
と
し
て
あ
り
。
字
類
抄
は
「
こ
ま
か
（
な
り
）」
が
無
く
、「
コ
マ
ヤ
カ
ニ
（
濃
）」
は
あ
る
。

宇
津
保
物
語
・
楼
上
・
下
「
朱
雀
院
こ
ま
か
に
御
覧
ず
る
に
」。
形
容
詞
「
こ
ま
か
い
」
は
近
世
か
ら
。

〇
き
こ
し
め
す　

話
末
に
漢
字
で
「
聞
食
」
と
出
て
く
る
。『
今
昔
』
に
は
「
聞
シ
食
ス
」
の
例
多
数
。
名
義
抄
に
は
「
聞
」「
聞
（
食
）」

の
和
訓
と
し
て
キ
コ
シ
メ
ス
が
あ
る
。

〇
あ
り
か
た
き　

日
国
語
誌
「「
難
有
」
を
漢
籍
や
仏
典
で
は
ア
ル
コ
ト
カ
タ
シ
と
訓
み
、
存
在
す
る
こ
と
が
難
し
い
意
で
用
い
た
が
、

和
文
系
で
は
ア
リ
ガ
タ
シ
が
、
め
っ
た
に
な
い
意
で
多
く
用
い
ら
れ
た
。
類
義
語
メ
ヅ
ラ
シ
が
、
人
の
外
見
、
筆
跡
、
自
然
現
象
な
ど
に

つ
い
て
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
ア
リ
ガ
タ
シ
は
人
の
外
見
ば
か
り
で
な
く
、
人
の
心
の
様
子
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
点
で
異
な
る
。」

〇
公
事　

色
「
公
事
」（
ク
畳
字
、
黒
川
本
、
訓
な
し
。
十
巻
本
、
二
巻
本
も
同
じ
）。
朝
廷
の
公
務
。
大
鏡
・
三
・
伊
尹
「
け
ふ
は
公
事

あ
る
日
な
れ
ば
、
と
く
ま
ゐ
ら
る
ら
ん
」、
と
は
ず
が
た
り
「
内
外
に
う
ら
み
な
け
れ
ば
、
く
じ
に
つ
か
う
る
に
物
う
か
ら
ず
」（
巻
一
）。

〇
御
覧
し
さ
た
め　
「
見
定
む
」
の
尊
敬
語
。
源
氏
物
語
・
花
宴
「
ま
だ
、
人
の
有
様
、
よ
く
み
さ
だ
め
ぬ
程
は
、
わ
づ
ら
は
し
か
る
べ
し
」。
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色
「
定 

サ
タ
ム
（
以
下
略
）」（
サ
辞
字
）。
29
話
に
「
御
門
〈
中
略
〉
か
や
う
の
器
量
を
ご
覧
じ
取
り
た
り
け
る
に
や
」
と
あ
る
の
も
「
見

取
る
」
の
尊
敬
語
。

〇
追
儺　

色
「
追
儺 

ツ
イ
ナ
」（
ツ
畳
字
、
黒
川
本
）。
観
「
儺 

ヲ
ニ
ヤ
ラ
イ
（
／
フ
）」（
仏
上
二
九
）。
紫
式
部
日
記
・
寛
弘
五
年
一
二

月
三
〇
日
「
つ
こ
も
り
の
夜
、
つ
い
な
は
い
と
と
く
は
て
ぬ
れ
ば
」。
大
晦
日
の
夜
に
行
う
、
悪
鬼
（
疫
病
）
追
放
の
儀
式
。
後
、
節
分
の

豆
ま
き
と
な
る
。
因
み
に
オ
ニ
の
語
源
に
つ
い
て
は
山
口
建
治
「
オ
ニ
（
於
邇
）
の
由
来
と
「
儺
」」（『
文
学
』
一
一
の
一
二
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
一
、
＝
『
オ
ニ
考 

コ
ト
バ
で
た
ど
る
民
間
信
仰
』
辺
境
社
、
二
〇
一
六
所
収
）
に
、
瘟
（
ヲ
ン
＝
中
国
南
方
の
感
染
症
）
の
字
音
の

日
本
語
化
と
す
る
説
が
実
証
的
に
示
さ
れ
て
い
る
（
通
説
は
「
隠オ

ン

」
↓
オ
ニ
）。

〇
出
仕　

出
勤
。
字
類
抄
に
無
し
。
小
右
記
・
寛
弘
二
（
一
〇
〇
五
）
年
六
月
九
日
「
不
可
出
仕
」、
古
事
談
・
二
・
信
長
焼
檳
榔
車
事
「
仍

『
今
者
不
能
出
仕
』
ト
テ
」、
節
用
集
「
出シ

ュ
ツ
シ仕
」（
文
明
本
、
シ
態
芸
）（
明
応
五
年
本
、
シ
言
語
進
退
）。

〇
故
障　

色
「
故
障 

遁
避
分 
コ
シ
ヤ
ウ
」（
コ
畳
字
）。
さ
し
さ
わ
り
。
九
条
殿
遺
戒
「
日
々
必
可
レ
謁
二
於
親
一
。
若
有
二
故
障
一
者
。
早

以
二
消
息
一
可
レ
問
二
夜
來
ノ
寧
否
一
。」（
十
世
紀
中
ご
ろ
成
立
。
群
書
類
従
に
よ
る
）。
橋
本
博
幸
「
平
安
古
記
録
に
お
け
る
〈
故
障
〉〈
障

（
さ
は
り
）〉
の
併
用
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
語
学
研
究
』
三
一
、一
九
九
二
。「
機
械
の
故
障
」
な
ど
の
現
代
語
的
用
法
は
近
代
か
ら
か
。

〇
公
卿　
「
公
」
は
太
政
大
臣
、
左
大
臣
、
右
大
臣
を
、「
卿
」
は
大
・
中
納
言
、
参
議
お
よ
び
三
位
以
上
の
貴
族
を
い
い
、
あ
わ
せ
て
公

卿
と
い
う
。『
礼
記
』
燕
義
「
不
以
公
卿
為
賓
」。
蜻
蛉
日
記
・
下
・
天
祿
三
年
「
こ
れ
は
大
臣
く
き
や
う
出
で
給
ふ
べ
き
夢
な
り
」。「
公
」

は
韻
１
転
牙
音
全
清
一
等
（kŏuŋ

）、「
卿
」
は
33
転
牙
音
次
清
（k

hɪaŋ

）
で
あ
り
、
上
字
韻
尾ŋ

＋
下
字k

で
連
濁
を
起
こ
し
や
す
い

環
境
に
あ
る
。
下
学
集
「
公
卿 

ク
ギ
ヤ
ウ
」（
器
財
門
・
前
田
本
、
亀
田
本
）。
日
ポ
「C

uguiŏ

」。

〇
小
朝
拝　

元
旦
に
天
皇
に
拝
賀
す
る
儀
式
。「
こ
で
う
は
い
」
と
読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
古
語
大
鑑
』「
こ
ジ
ョ
ウ
ハ
イ
」
項
目
【
補

説
】
に
波
多
野
流
平
家
物
語
譜
本
な
ど
の
濁
音
標
示
資
料
や
「
朝
」
字
の
呉
音
デ
ウ
な
ど
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
。

〇
こ
と
こ
と
く　

図
書
寮
本
名
義
抄
・
心
部
「
悉 

コ
ト
ヽ
ヽ
ク
」（
上
、
上
、
平
濁
、
平
、
平
）
と
あ
り
、
三
拍
目
が
濁
声
点
で
あ
る
。

〇
追
い
れ　
「
追
ひ
入
る
」（
下
二
）
は
今
昔
「
長
者
ノ
家
ニ
五
百
頭
ノ
牛
有
リ
。
朝
ニ
追
出
シ
、
暮
ニ
追
入
ル
」（
巻
一
の
三
四
）
と
あ
っ
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て
「
追
い
出
す
」
と
対
の
複
合
動
詞
だ
か
ら
、
堀
川
院
は
追
儺
を
ズ
ル
休
み
し
た
公
卿
た
ち
を
追
い
出
し
た
（『
注
解
』「
追
い
払
っ
た
」）

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
今
昔
の
別
の
例
「
盗
人
出
来
テ
、
公
近
祖
子
ヲ
西
ノ
谷
様
ニ
追
ヒ
入
レ
テ
、
祖
ヲ
モ
子
ヲ
モ
馬

ヨ
リ
引
キ
落
シ
テ
、
衣
ヲ
剥
テ
」（
巻
一
九
の
三
六
）
や
延
慶
本
平
家
「
砥
並
山
ノ
軍
ニ
山
ヘ
追
入
ラ
レ
テ
、
カ
ラ
キ
命
生
テ
、
京
ヘ
上
リ
」

（
第
六
本
・
盛
次
与
能
盛
詞
戦
事
）
か
ら
は
、
相
手
に
圧
力
を
か
け
な
が
ら
自
由
の
利
か
な
い
エ
リ
ア
に
追
い
込
む
意
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
該
当
者
は
小
朝
拝
に
は
参
加
さ
せ
ず
、
と
い
っ
て
帰
宅
も
許
さ
ず
、
隅
に
追
い
や
っ
て
「
い
つ
は
れ
る
事
也
」
と
い
う
堀
川
院
の
認

識
を
伝
え
た
の
だ
ろ
う
。
日
ポ
「Voiire, uru, eta 

鳥
を
追
い
出
し
た
り
、
獣
を
前
へ
追
い
や
っ
た
り
す
る
」（
日
国
の
訳
）、
同
じ
く
『
補

遺
』
に
「
ま
た
、
人
を
追
い
か
け
て
行
っ
て
、
あ
る
場
所
に
入
ら
せ
る
」（
邦
訳
日
葡
の
訳
）
と
あ
る
。

〇
所
労
　
病
気
。
中
右
記
・
元
永
元
年
〔
一
一
一
八
〕
正
月
一
六
日
「
目
之
所
労
出
来
、
甚
見
苦
也
」

〇
一
夜　

訓
読
み
「
ひ
と
よ
」
は
、
万
葉
集
・
一
五
・
三
六
四
七
「
我
妹
子
が
い
か
に
思
へ
か
ぬ
ば
た
ま
の
比
登
欲
も
お
ち
ず
夢
に
し
見
ゆ

る
」、
発
心
集
・
四
三
「
一
よ
へ
ぬ
れ
ば
悉
く
不
浄
と
な
り
ぬ
」（
寛
文
十
年
刊
本
）、
音
読
み
「
イ
チ
ヤ
」
は
、
源
氏
物
語
・
御
法
「
一
日

一
や
忌
む
こ
と
の
し
る
し
こ
そ
は
む
な
し
か
ら
ず
」、
発
心
集
・
四
六
「
一
夜や

の
中
に
ほ
ろ
び
失
せ
ぬ
」（
慶
安
刊
本
）、
天
草
イ
ソ
ポ
・

ネ
テ
ナ
ボ
帝
王
イ
ソ
ポ
に
御
不
審
の
条
々
「
何
ト
シ
テ
コ
ノ
猫
ガ ychiyano 

ウ
チ
ニ
往
キ
来
ヲ
シ
ョ
ウ
ゾ
」、
音
訓
不
明
の
も
の
に
、
大

福
光
寺
本
方
丈
記
「
火
イ
デ
キ
テ
〈
中
略
〉
一
夜
ノ
ウ
チ
ニ
塵
灰
ト
ナ
リ
ニ
キ
」
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。

〇
な
を
る　

歴
史
的
仮
名
遣
い
「
な
ほ
る
」。
色
「
直 

ナ
ヲ
シ 
ナ
オ
ル 

較 

覚 

橋 

庭 

已
上
同
」（
ナ
辞
字
、
黒
川
本
。
十
巻
本
も
同
じ
）。

「
橋
」
は
「
撟
」
で
「
矯
」
と
同
音
で
通
用
す
る
と
い
う
（『
略
注
』
中
）。
宇
津
保
物
語
・
蔵
開
上
「
心
地
よ
く
な
を
り
給
な
ば
参
り
給

へ
か
し
」、
兵
範
記
・
仁
平
三
年
〔
一
一
五
三
〕
九
月
二
五
日
「
参
鳥
羽
殿
、
法
皇
御
悩
、
不
食
、
未
直
給
云
々
」。
蜻
蛉
日
記
に
「
我
が

腹は
ら

の
う
ち
な
る
蛇
く
ち
な
は

あ
り
き
て
肝き
も

を
食は

む
、
こ
れ
を
ち
せ
む
や
う
は
面お
も
て

に
水み
づ

な
む
沃い

る
べ
き
と
〈
夢
ニ
〉
見
る
」（
天
禄
二
年
四
月
）
と
あ
る

の
は
、
漢
語
サ
変
「
治ぢ

す
」
と
考
え
ら
れ
る
。
観
智
院
本
名
義
抄
「
治
」
字
の
訓
に
ナ
ホ
ル
（
ナ
ホ
ス
）
は
無
い
（
ヲ
サ
ム
、
ハ
ル
、
タ
モ

ツ
〈
中
略
〉
ツ
ク
ロ
フ
〈
中
略
〉
キ
ヨ
シ
、
ア
キ
ラ
カ
ニ
）。
字
類
抄
は
「
治 

イ
ヤ
ス
」（
イ
辞
字
）、
書
言
字
考
節
用
集
「
瘉
〈
ナ
ヲ
ル
〉、

痊
〈
同
〉」（
肢
体
・
ナ
）。「
治な

お

す
」
の
使
用
は
い
つ
か
ら
か
。
浮
世
風
呂
・
大
意
「
湯
を
以
て
身
を
温
め
、
垢
を
落
し
、
病
を
治ぢ

し
」
の
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よ
う
な
例
か
ら
は
、
幕
末
で
も
い
ま
だ
「
治
」
に
と
っ
て
「
ナ
ホ
ス
」
が
定
訓
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
ヘ
ボ
ン
三
版
（
一
八
八
六
）

で
も
ナ
オ
ス
・
ナ
オ
ル
は
「
瘉
」、『
言
海
』（
一
八
八
九
）
の
「
な
ほ
す
（|

直|

）」
に
は
、「（
一
）
直ナ
ホ

ク
ナ
ス
。
正
シ
ク
ス
。（
二
）
ツ
ク

ロ
フ
。（
三
）
癒イ

ヤ

ス
。
治
ス
。『
病
ヲ
（
ナ
ホ
ス
）』
治
」、
と
あ
る
（
語
釈
の
「
治
ス
」
は
「
ぢ
す
」
だ
ろ
う
。
立
項
も
さ
れ
て
い
る
）。「
直
」

字
に
付
さ
れ
た
記
号
は
〈
和
の
通
用
字
〉、「
治
」
の
二
重
傍
線
は
〈
漢
の
通
用
字
〉
で
あ
り
、
右
の
よ
う
な
使
用
状
況
を
反
映
す
る
認
識

と
い
え
る
。
佐
藤
亨
「
近
世
の
漢
語
に
つ
い
て
の
一
考
察　
「
療
治
」「
治
療
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
語
学
』
一
〇
六
（
一
九
七
六
年
）
に
「
イ

ヤ
ス
」「
ツ
ク
ロ
フ
」
な
ど
の
和
語
に
関
す
る
考
察
も
あ
る
。

〇
い
つ
は
れ　

色
「
偽 
イ
ツ
ハ
ル 

詐
（
以
下
二
三
字
）
已
上
偽
」（
イ
人
事
）。『
略
注
』
上
（
三
一
頁
）
に
誤
写
や
通
用
な
ど
の
詳
し
い

考
証
が
あ
る
。
日
国
語
誌
「
平
安
初
期
に
は
「
う
つ
は
る
」
の
形
も
あ
っ
た
が
、
中
期
以
降
、
専
ら
「
い
つ
は
る
」
だ
け
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
類
義
語
「
あ
ざ
む
く
」
が
、
人
を
意
の
ま
ま
に
あ
や
つ
る
、
だ
ま
し
そ
そ
の
か
す
意
が
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
、「
い
つ

は
る
」
は
、
自
ら
の
本
心
や
真
実
を
隠
す
た
め
に
、
虚
偽
を
主
張
す
る
意
を
本
義
と
す
る
。」

〇
き
く
と
も
き
か
し　

陽
明
文
庫
本
平
治
・
上
・
光
頼
卿
参
内
事
「『
な
ど
〈
中
略
〉
信
頼
卿
は
あ
れ
ほ
ど
臆
病
な
る
ぞ
』
と
言
へ
ば
『
壁

に
耳
、
石
に
口
と
い
ふ
事
あ
り
、
聞
く
と
も
聞
か
じ
』
と
云
ひ
な
が
ら
、
忍
び
笑
ひ
に
ぞ
笑
ひ
け
る
。」（
新
全
集
、
新
大
系
と
も
訳
は
「
聞

い
た
に
し
て
も
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
」）。
こ
の
引
用
文
の
「
あ
れ
ほ
ど
」
以
下
が
他
本
で
は
、
金
刀
比
羅
本
「
あ
れ
ほ
ど
に
不

覚
に
見
ゆ
る
ぞ
、
と
ぞ
申
し
け
る
」（
蓬
左
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）、
半
井
本
「
ア
ル
程
フ
カ
ク
ゲ
ニ
見
ル
ゾ
、
ト
申
ケ
ル
」、
よ
く
似
た
本
文

で
も
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
古
活
字
本
「
壁
に
耳
、
天
に
口
と
い
ふ
事
あ
り
、
お
そ
ろ
し
お
そ
ろ
し
、
き
か
じ
」
で
あ
り
、「
聞
く
と
も
聞
か
じ
」

は
な
か
な
か
現
れ
な
い
が
、
続
古
事
談
は
ほ
ぼ
異
同
が
無
い
（『
注
解
』
に
よ
れ
ば
神
本
「
き
ヽ
と
も
」、
賀
本
「
つ
く
と
も
」）。

〇
あ
ま
り
事　

余
分
な
こ
と
。
行
き
過
ぎ
た
こ
と
。
字
類
抄
な
し
。
今
昔
物
語
集
・
五
・
二
〇
「
象
許

（
ば
か
り
）

ニ
乗
テ
糸
（
い
と
）

善
カ
リ
ツ
ル
ヲ
、
師
子

ニ
乗
ル
ガ
余
リ
事
ニ
テ
有
ル
也
」、
源
氏
・
真
木
柱
「『
い
か
に
面
目
あ
ら
ま
し
』
と
あ
ま
り
事
を
ぞ
思
ひ
て
」（
御
物
本
、
横
山
本
、
為
家

本
な
ど
。
大
島
本
は
「
あ
ま
り
の
こ
と
」）。
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【
翻
刻
】

（
11
）
堀
川
院
、
位

（
く
ら
ゐ
）*

の
御
時
、
坊
門
左
大
弁
為
隆
、
職（
し
き
じ
）事に
て
太
神
宮*

の
訴う
た

へ*

を
申
入*

け
る
に
、
主
（
し
ゅ
し
ゃ
う
）
上*

御
笛
を
吹ふ

か
せ*

給
て
御

返
（
か
へ
り
こ
と
）事*

も
な
か
り
け
れ
は
、為
隆
、白
川
院
に
参
て
、「
内（
だ
い
り
）裏*

に
は
御
物
（
も
の
の
け
）気*

お
こ
ら
せ*

お
は
し
ま
し
た
る
。御
祈
は
し
ま
る*

へ
し
」

と
申
け
り
。
院
お
と
ろ
か
せ
給
て
、
内
侍
に
問
せ
給
け
れ
は
、「
さ
る
事
、
夢
に
し
侍
ら
す（

ず
）*

」
と
申
け
り
。
あ
や
し
み
て
、
為
隆

に
御
尋
あ
り*
け
れ
は
、「
そ
の
事
に
侍
り
。
一（
ひ
と
ひ
）日*

、
太
神
宮
の
訴*

を
奏
聞*

し
侍
し
に
、
御
笛
を
あ
そ
は
し
て*

勅
（
ち
ょ
く
た
う
）答*

な
か
り
き
。

『
こ
れ
御
物
の
気け

な
と
に
あ
ら
す
は
、
あ
る
へ
き
事
に
あ
ら
す*

』
と
思
て
申
侍
し
也
」
と
申
け
れ
は
、
院
よ
り
内
へ*

そ
の
よ
し

申
さ
せ
給
け
り
。
御
返
事
に
は
「
さ
る
事
侍
り
き
。
た
ヽ
の*

事
に
は
あ
ら
す
。
笛
に
秘
曲*

を
伝
て*

、
其
曲
を
千
（
せ
ん
べ
ん
）遍*

吹ふ

き
し
時
、

為
隆
参
て
事
を
奏
し
き
。
今
二
三
反*

に
な
り
た
れ
は
、
吹ふ

き
畢は

て*

ヽ
言い

は
ん
と
思
ひ
し
ほ
と
に
、
尋
し
か
は
、
ま
か
り
出
に
き
。

そ
れ
を
さ
申
け
る
、
い
と
は
つ
か
し
き
事
也
」
と
そ
申
さ
せ
給
け
る
。

【
注
釈
】

〇
位　
「
く
ら
ゐ
」
は
「
座
（
く
ら
）
居
（
ゐ
）」
と
い
う
語
構
成
ら
し
く
、
天
皇
の
地
位
に
あ
る
こ
と
・
在
位
を
い
う
。
源
氏
物
語
・
薄

雲
「
一
世
の
源
氏
、
ま
た
納
言
、
大
臣
に
な
り
て
後
に
、
更
に
親
王
に
も
な
り
、
く
ら
ゐ
に
も
つ
き
給
ひ
つ
る
も
、
あ
ま
た
の
例
あ
り
」

〇
太
神
宮　

だ
い
じ
ん
ぐ
う
。
伊
勢
の
皇
大
神
宮
（
天
照
大
神
を
ま
つ
る
宮
）。
延
喜
式
「
太
神
宮
三
座
〈
中
略
〉
天
照
大
神
一
座 

相
殿

神
二
座
」（
四
・
神
祇
・
伊
勢
太
神
宮
）、
日
ポ
「Iingû

」。「
神
」
は
呉
音
ジ
ン
、
漢
音
シ
ン
。
嵐あ
ら
し

義よ
し
ん
ど人
「
大
と
太
、
小
と
少　

養
老
職

員
令
に
探
る
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
六
ノ
四
、二
〇
一
五
）
が
あ
る
。「
太
政
大
臣
」
な
ど
、「
太
」
は
「
小
」
と
対
を
な
さ
な
い
、
唯

一
で
最
高
の
も
の
と
言
え
そ
う
だ
が
、
ダ
イ
と
い
う
語
形
の
根
拠
は
何
か
（
呉
音
タ
イ
・
タ
、
漢
音
タ
イ
、
慣
用
音
ダ
）。「
大
」（
呉
音

ダ
イ
、
漢
音
タ
イ
）
と
の
通
用
が
成
立
し
、「
太
」
が
「
大
」
の
異
体
字
の
よ
う
な
扱
い
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

〇
う
た
へ　

う
っ
た
へ
（
訴
）
の
促
音
無
表
記
。
図
書
寮
本
名
義
抄
「
訴 

ウ
タ
フ
」（
法
・
言
部
）
と
あ
り
、
和
訓
の
声
点
は
上
か
ら
、

入
声
・
上
声
・
平
声
で
、
ウ
ッ
タ
フ
と
い
う
発
音
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
点
に
は
「
被ル

ヽ
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訟ウ
ツ
タ
ヘ
ラ

人
」（
巻
二
、
遠
藤
後
掲
書
・
一
四
〇
頁
に
よ
る
）
と
あ
る
。
古
形
は
ウ
ル
タ
フ
。
平
安
中
期
以
後
「
る
」
が
促
音
化
（
古
語
大
鑑
）。

天
理
本
「
金
剛
波
若
経
集
験
記
」
平
安
初
期
点
〔
八
五
〇
年
頃
〕
で
は
「
来
訴
縣
尉
」
の
訴
字
の
紙
背
に
「
ウ
ル
タ
フ
（
宇
ル
太
フ
）」
と

あ
り
（
古
典
保
存
会
複
製
本
〈
一
九
二
四
年
〉
一
巻
の
九
頁
）、
新
撰
字
鏡
「
奻 

訟
也 

訴 

宇
留
太
不
」、
高
山
寺
本
名
義
抄
「
奻 

ウ
ル
タ

フ
」（
観
智
院
本
は
「
奻 

ウ
タル
フ
」
と
あ
っ
て
「
ル
」
が
挿
入
な
の
か
置
換
な
の
か
分
か
ら
な
い
）
に
も
見
ら
れ
る
。
遠
藤
嘉
基
『
訓
点

資
料
と
訓
点
語
の
研
究
』
一
九
五
三
（
再
版
一
九
七
一
）「「
う
た
ふ
」
か
「
う
る
た
ふ
」
か
」（
一
三
九
頁
）。

〇
申
入　

外
か
ら
内
に
向
か
っ
て
申
し
あ
げ
る
。
ま
た
、
他
を
通
し
て
話
な
ど
を
通
じ
申
し
あ
げ
る
。「
言
ひ
入
る
」
の
謙
譲
語
形
。
今

昔
物
語
集
・
四
・
二
五
「
人
ヲ
以
テ
案
内
ヲ
申
シ
入
レ
ム
」、
今
鏡
・
三
・
花
園
の
匂
ひ
「
檜
扇
の
片か

た
つ
ま端
引
き
折
り
て
〈
歌
ヲ
〉
書
き
つ
け

て
、
御
た
ち
の
中
に
申
い
れ
さ
せ
け
る
」。

〇
主
上　

色
「
主
上 

帝
王
部
」（
シ
畳
字
、
訓
な
し
）。
天
皇
の
尊
称
。
続
日
本
紀
・
神
護
景
雲
二
年
〔
七
六
八
〕
七
月
辛
丑
「
告
大
丘
曰
、

今
主
上
大
崇
儒
範
、
追
改
為
王
」、
金
刀
比
羅
本
保
元
物
語
・
上
・
親
治
等
生
捕
ら
る
る
事
「
主し

ゅ
し
ゃ
う上
こ
と
に
叡
感
あ
っ
て
」、
文
明
本
節
用

集
「
主
上 

シ
ュ
シ
ャ
ウ 

指
帝
王
」（
シ
人
倫
）、
日
国
語
誌
「「
上
」
は
漢
音
が
「
シ
ャ
ウ
」
呉
音
が
「
ジ
ャ
ウ
」
で
、「
落
葉
集
」
に
「
主

上 

し
ゅ
し
ゃ
う
」、
挙
例
の
「
天
草
本
平
家
」
に
「xuxŏ 

シ
ュ
シ
ャ
ウ
」
と
あ
る
よ
う
に
中
世
ま
で
は
「
シ
ュ
シ
ャ
ウ
」
と
清
音
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
挙
例
の
「
延
宝
八
年
合
類
節
用
集
‐
三
」
に
は
「
シ
ュ
ジ
ャ
ウ
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
濁
音
も
使
わ
れ
は
じ
め

た
ら
し
い
。〈
中
略
〉
明
治
以
後
は
濁
音
に
定
着
し
た
。」。

〇
ふ
か
（
せ
）　

色
「
吹 

フ
ク 

鳴 

歊 

嘘
（
以
下
三
字
）
已
上
同
」（
フ
辞
字
、
黒
川
本
）

〇
御
返
事　

訓
よ
み
か
音
よ
み
か
。
源
氏
物
語
・
夕
顔
「
口
と
く
か
へ
り
事
な
ど
し
侍
き
」。
日
国
は
「
へ
ん
じ
」
の
例
と
し
て
落
窪
物
語

「
た
え
て
御
か
へ
り
な
し
。〈
略
〉
な
ど
か
は
は
か
な
き
へ
ん
じ
を
だ
に
絶
え
て
な
き
」（
巻
一
）
を
挙
げ
る
が
、
引
用
元
は
旧
大
系
、
す

な
わ
ち
木
活
字
本
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
平
安
時
代
の
例
に
は
出
来
な
い
。
校
注
者
松
尾
總
も
こ
の
底
本
採
用
を
「
冒
険
」
と

表
現
し
（
二
七
頁
）、「
へ
ん
じ
」
に
つ
い
て
は
補
注
一
三
九
（
二
五
九
頁
）
で
「
か
へ
り
ご
と
↓
返
事
↓
へ
ん
じ
」
と
い
う
伝
写
過
程
を

推
定
し
て
い
る
。
こ
こ
を
「
返
事
」
と
漢
字
表
記
す
る
テ
キ
ス
ト
に
九
条
家
本
（
新
大
系
）
が
あ
る
。
同
様
の
事
例
は
『
と
り
か
へ
ば
や
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物
語 

本
文
と
校
異
』（
鈴
木
弘
道
、
一
九
七
八
）
に
も
指
摘
が
あ
り
（
二
五
頁
下
段
）、
伝
本
に
恵
ま
れ
な
い
続
古
事
談
も
ま
た
慎
重
な

検
討
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
二
例
）
は
、
一
つ
が
仮
名
書
き
「
か
へ
り
こ
と
」
で
恋
文
（
女
）、

も
う
一
つ
が
漢
字
「
返
事
」
で
男
同
士
の
手
紙
で
あ
り
、
諸
本
間
に
異
同
が
無
い
。
日
ポ
に
は
「C

ayericoto 

書
状
の
返
事
。
女
性
の
こ

と
ば
」（「Fenji
」項
目
は
特
に
注
記
な
し
）と
位
相
注
記
が
あ
り
、〈
漢
字
表
記
↓
字
音
読
み
の
和
製
漢
語
化
〉の
過
程
に
お
け
る
男
女
差
・

意
味
差
な
ど
を
ま
ず
は
仮
定
し
て
み
た
。
が
、
古
本
説
話
集
は
「
か
へ
り
事
」
４
例
、「
返
事
」
２
例
で
動
作
主
体
の
性
差
は
無
い
。
法

華
百
座
聞
書
抄
に
も
「
薬
王
菩
薩
『〈
中
略
〉』
ト
仏
ニ
問
ヒ
奉
リ
給
フ
ニ
、
法
文
ニ
モ
論
儀
ニ
モ
『
ソ
ガ
内
ヲ
問
ハ
バ
又
ソ
ガ
内
ノ
事
ヲ

答
ヘ
ヨ
』
ト
コ
ソ
申
セ
バ
、
ソ
ノ
カ
ヘ
リ
コ
ト
ヲ
コ
ソ
ノ
タ
マ
ウ
ベ
キ
ニ
、
仏
此
カ
ヘ
リ
事
ヲ
バ
ノ
タ
マ
ハ
ズ
シ
テ
」（
三
七
三
行
）
と

あ
り
、
平
安
末
期
に
お
い
て
カ
エ
リ
コ
ト
の
女
性
語
化
や
漢
字
表
記
の
「
返
事
」
を
（
男
子
同
士
の
）
問
答
に
使
う
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
も
な
い
。
饅
頭
屋
本
節
用
集
「
返ヘ

ン
ホ
ウ報　

―
答タ
ウ　

―
進シ
ン　

―
事ジ

」（
ヘ
言
語
）、
文
明
本
節
用
集
「
返ヘ
ン
ジ事
」（
ヘ
態
芸
）
と
あ
り
。
一
五
世

紀
中
頃
に
は
和
製
漢
語
ヘ
ン
ジ
が
成
立
し
て
い
る
。
旧
大
系
の
「
平
家
読
み
方
一
覧
」「
謡
曲
読
み
癖
一
覧
」
に
「
オ
ン
ペ
ン
ジ
」
と
あ
る
。

〇
内
裏　

色
「
内
裏　

タ
イ
リ
」（
タ
畳
字
、
黒
川
本
）。
十
巻
本
も
同
様
だ
が
（
タ
篇
）
地
儀
門
に
収
録
、
二
巻
本
は
「
内
裏
」（
タ
地
儀
、

訓
な
し
）。「
内
」
は
呉
音
ナ
イ
、
漢
音
ダ
イ
。
桓
武
天
皇
に
よ
る
漢
音
奨
励
の
勅
は
七
九
二
年
。「
内
裏
」
は
日
本
書
紀
や
万
葉
集
（
題
詞
、

左
注
）
に
も
現
れ
る
が
、
現
行
注
釈
書
で
は
音
読
み
せ
ず
、
通
常
「（
お
ほ
）
う
ち
」
と
訓
ん
で
い
る
。
枕
草
子
「
い
ま
の
た
い
り
の
東

を
ば
北
の
陣
と
い
ふ
」（
九
）

〇
物
気　

貞
信
公
記
‐
抄
・
延
喜
一
九
年
〔
九
一
九
〕
一
一
月
一
六
日
「
庚
辰
、
依
病
不
参
、
五
節
一
人
忽
煩
物
気
」、
枕
草
子
・

一
八
一
・
病
は
「
病や

ま
ひ

は 

胸む
ね

。
物
の
け
。
あ
し
の
け
」。
今
昔
に
「
陰
陽
師
、『
此
レ
ハ
物
ノ
気
也
。
但
シ
、
人
ノ
為
ニ
害
ヲ
可
成
キ
者
ニ
ハ

非
ズ
』〈
中
略
〉『
銅
ノ
器
ノ
精
也
。〈
中
略
〉』
ト
占
ヒ
申
ケ
レ
バ
」（
巻
二
七
の
六
、
鈴
鹿
本
）
と
あ
る
よ
う
に
、
人
に
害
の
無
い
も
の
も

モ
ノ
ノ
ケ
の
範
疇
で
あ
る
。
色
「
物
恠 

陰
陽
部 

災
異
」（
モ
畳
字
、
訓
な
し
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
と
『
今
昔
』
巻
一
四
の
四
五
「
様
々

ノ
物
怪
有
ケ
レ
バ
、
占
卜
ス
ル
ニ
、
異
国
ノ
軍
発
テ
可
来
キ
由
」
の
例
を
旧
大
系
は
音
読
み
し
て
モ
ッ
ケ
（
モ
ッ
ク
ヱ
）
の
例
と
す
る
。

同
じ
箇
所
を
新
大
系
は
「
も
の
の
け
」
と
読
み
、
新
編
全
集
は
「
も
の
の
さ
と
し
」
と
読
む
。
坂
詰
力
治
「
半
井
本
『
保
元
物
語
』
に
見
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る
漢
語
二
題
―
「
曳
奏
」「
物
怪
（
勿
怪
）」
―
」『
文
学
論
藻
』
八
二
、二
〇
〇
八
。

〇
お
こ
ら
（
せ
）　

穏
や
か
な
状
態
の
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
を
さ
わ
が
せ
る
よ
う
な
物
事
や
状
態
が
生
じ
る
。
土
左
日
記
・
承
平
五
年
二
月
八

日
「
や
ま
ひ
お
こ
り
て
」、
平
家
物
語
・
二
・
烽
火
之
沙
汰
「
天
下
に
兵
革
（
＝
戦
争
）
お
こ
る
時
」、
方
丈
記
「
ヲ
ホ
キ
ナ
ル
ツ
ジ
風
ヲ

コ
リ
テ
」。
日
国
補
注
「『
お
こ
る
』
と
『
お
き
る
』
と
は
共
に
『
お
こ
す
』
に
対
す
る
自
動
詞
で
、
出
来
事
の
発
生
を
表
わ
す
意
義
も
似

通
う
が
、『
お
こ
る
』
は
発
生
し
た
出
来
事
が
勢
い
や
発
展
性
や
持
続
力
を
も
つ
場
合
に
使
う
こ
と
が
多
い
。『
事
故
』
が
『
お
き
る
』
に
、

『
事
件
』
が
『
お
こ
る
』
に
な
じ
む
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
」。

〇
祈
は
し
ま
る　
「
い
の
り
」は
怨
霊
の
降ご

う
ぶ
く伏
を
山
伏
や
僧
侶
に
よ
っ
て
神
仏
に
祈
っ
て
も
ら
う
こ
と
。個
人
的
な
心
的
行
為
と
し
て
の「
祈

る
」
も
中
古
に
あ
る
が
、「
は
じ
ま
る
」
と
い
う
語
か
ら
も
準
備
の
あ
る
儀
式
だ
と
わ
か
る
。
源
氏
物
語
・
桐
壺
「『
今
日
は
じ
む
べ
き
い

の
り
ど
も
、
さ
る
べ
き
人
々
う
け
給
は
れ
る
、
今
宵
よ
り
』
と
き
こ
え
い
そ
が
せ
ば
」

〇
夢
に
し
侍
ら
す　
「
ゆ
め
に
」
は
打
消
し
を
伴
っ
て
「
全
く
」
の
意
味
に
な
る
（「
ゆ
め
に
も
」
の
形
で
な
く
て
い
い
）。
内
侍
の
言
葉
と

し
て
は
「
知
り
ま
せ
ん
」
か
「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
あ
る
べ
き
で
、「
し
（
侍
ら
ず
）」
を
動
詞
と
は
考
え
に
く
い
。
Ｆ
本
の
「
し
」
は
副
助
詞
、

「
侍
り
」
は
本
動
詞
と
み
て
「
夢
に
侍
ら
ず
（
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ン
）」
と
解
釈
す
る
の
だ
ろ
う
。
新
大
系
・
賀
本
・
群
類
本
「
夢
に
も
侍
ら
ず
」。

注
解
「
夢
に
し
り
侍
ら
ず
」、
岩
本
「
夢
に
も
し
ら
ず
」。

〇
御
（
尋
）
あ
り　
〈
御
＋
動
詞
連
用
形
ま
た
は
動
作
性
漢
語
名
詞
＋
あ
り
〉
の
形
で
敬
意
の
高
い
尊
敬
表
現
と
な
る
。
続
古
事
談
は
早
い

例
か
も
し
れ
な
い
。
古
今
著
聞
集
・
九
「
荒
祭
宮
、
斎
宮
の
内
侍
に
御
託
宣
あ
り
、『
祭
主
配
流
し
か
る
べ
か
ら
ず
』
と
あ
り
け
り
」、
太

平
記
・
三
・
主
上
御
夢
事
「
少
し
御
ま
ど
ろ
み
有
け
る
御
夢
に
」。
古
語
大
鑑
で
は
動
詞
ア
リ
の
用
法
と
し
て
「
行
為
を
存
在
表
現
と
し

て
叙
述
し
、
そ
の
婉
曲
化
を
利
用
し
て
、
敬
意
を
担
わ
せ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
も
の
で
、「
御
」
を
使
わ
な
い
尊
敬
表
現
＋
ア
リ
の
形
（
太

平
記
・
一
・
資
朝
俊
基
関
東
下
向
事
「
君
し
ば
ら
く
叡
覧
有
て
」）
や
、「
御
」
が
付
か
ず
そ
の
分
だ
け
敬
意
の
軽
い
例
（
左
の
例
の
Ⓑ
）

も
覚
一
本
平
家
物
語
に
見
ら
れ
る
。
次
の
例
は
平
家
物
語
に
お
け
る
、
大
将
の
地
位
を
狙
う
三
者
の
地
位
（
Ⓐ
〜
Ⓒ
）
と
敬
語
。

太
政
の
お
ほ
い
と
の
〈
中
略
〉
大
将
を
辞
し
申
さ
せ
給
ふ
事
あ
り
け
り
。
時
に
徳
大
寺
の
Ⓐ
大
納
言
実
定
卿
、
そ
の
仁
に
当
た
り
給
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ふ
由
聞
ゆ
。
ま
た
花
山
院
の
Ⓑ
中
納
言
兼
雅
卿
も
所
望
あ
り
※
。
そ
の
外
、
Ⓒ
故
中
御
門
の
藤
中
納
言
家
成
卿
の
三
男
、
新
大
納
言

成
親
卿
も
平
に
申
さ
れ
け
り
。（
一
・
鹿
谷
）
※
こ
の
箇
所
、
長
門
本
で
は
「
花
山
院
の
兼
雅
も
所
望
せ
ら
れ
け
り
」

　

こ
の
語
法
は
現
代
語
に
は
「（
と
く
と
）
ご
覧ら

ん

あ
れ
！
」
の
形
で
だ
け
残
存
し
て
お
り
、
近
世
前
期
ま
で
遡
れ
ば
、『
冥
途
の
飛
脚
』
上

に
「
御
損
は
か
け
ま
せ
ぬ
。
お
気
遣
あ
ら
れ
な
」
の
よ
う
な
例
も
見
え
る
。
さ
ら
に
遡
っ
て
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
に
は
「
動
詞

に
接
続
す
る
尊
敬
及
び
卑
下
の
助
辞
に
就
い
て
」（
土
井
訳
本
五
八
二
頁
）
で
「
ア
リ
、
ア
ル
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
っ
て
、
室
町

末
期
に
は
「
御
＋
尋
ね
＋
あ
り
」
型
の
和
語
の
連
用
形
を
使
う
も
の
の
敬
意
が
下
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

〇 

こ
の
存
在
動
詞
は
、
尊
敬
の
助
辞
オ
を
冠
し
た
あ
ら
ゆ
る
動
詞
の
語
根
の
後
に
置
か
れ
て
、
ラ
ル
ル
よ
り
は
高
い
程
度
の
敬
意
を

表
す
。
普
通
に
は
同
輩
と
そ
の
面
前
で
話
す
の
に
使
ひ
、
或
い
は
少
し
く
目
下
に
当
る
者
と
話
し
、
又
は
そ
の
場
に
居
な
い
目
上

の
人
に
就
い
て
話
す
場
合
に
使
ふ
の
で
あ
っ
て
、
話
し
言
葉
で
は
極
め
て
広
く
行
は
れ
る
言
ひ
方
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
オ
読
ミ
ア
レ
、

オ
上
ゲ
ア
ッ
タ
カ
？
、
オ
習
ヒ
ア
ラ
ウ
カ
？

〇 

動
詞
の
語
根
の
後
に
ア
リ
、
ア
ル
を
添
へ
た
も
の
は
、
主
人
が
尊
敬
す
る
召
使
と
話
し
、
親
が
成
人
し
た
子
供
と
話
し
、
或
い
は
〈
中

略
〉
従
属
関
係
の
な
い
賤
し
い
者
共
と
か
と
話
す
場
合
に
は
使
ふ
け
れ
ど
も
、
敬
意
は
極
め
て
低
い
。
例
へ
ば
、
食
ヒ
ア
ッ
タ
カ
？

書
キ
ア
ル
カ
？
聞
キ
ア
ル
カ
？
等
。（
附
則
一
）

〇 

動
詞
の
意
味
を
持
っ
た
「
こ
ゑ
」
の
語
の
後
に
添
へ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
オ
の
代
り
に
ゴ
（
御
）
の
助
辞
を
そ
れ
に
冠
す
る
。
さ

う
し
て
デ
ウ
ス
に
就
い
て
話
す
の
に
さ
へ
こ
の
言
ひ
方
が
で
き
る
程
の
敬
意
を
含
ん
で
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
御
覧
ア
ル
。
御
存
ジ
ア
ル
。

御
分
別
（G

ofum
bet

）
ア
ッ
タ
カ
？
（
附
則
二
）

〇
一
日
　
ひ
と
ひ
。
過
去
の
あ
る
一
日
。
あ
る
日
。
先
日
。
蜻
蛉
日
記
「
野
分
の
や
う
な
る
こ
と
し
て
、
二
日
ば
か
り
あ
り
て
〈
兼
家
ガ
〉

来
た
り
。『
ひ
と
日
の
風
は
い
か
に
と
も
例
の
人
は
問
ひ
て
ま
し
』
と
言
へ
ば
」（
上
・
天
暦
一
一
年
）

〇
訴
　
Ｆ
本
の
こ
の
字
は
一
般
的
に
は
「
祈
」
に
見
え
る
。「
訴
」
に
は
旁
を
「
斤
」
と
す
る
俗
字
も
あ
る
が
、
こ
の
例
は
偏
を
崩
し
た

形
が
「
言
偏
」
で
は
な
く
「
示
偏
（
ネ
）」
で
あ
り
、
す
ぐ
前
の
「
御
祈
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
形
。『
注
解
』
校
異
に
よ
れ
ば
、「
訴
を
」
と
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す
る
の
は
伴
本
と
群
類
本
の
み
で
、「
祈
を
」
は
賀
本
、
岩
本
、
神
本
（
但
し
傍
書
「
訴
」
と
あ
り
）
の
三
本
。
新
大
系
（
小
林
本
）
は
「
訴
」。

し
か
し
『
音
訓
引
き
古
文
書
字
典
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
四
）
の
「
訴
訟
」
の
例
と
し
て
、
言
偏
に
右
下
が
り
の
点
を
打
つ
も
の
が
確
認
さ

れ
た
（
三
七
六
頁
中
段
）
の
で
、
江
戸
期
の
「
訴
」
字
の
一
つ
の
形
と
み
な
す
こ
と
に
し
た
。
13
話
に
も
同
じ
字
形
の
「
訴
」
が
あ
る
。

〇
奏
聞　

色
「
奏
聞 

ソ
ウ
モ
ン
」（
ソ
畳
字
、
黒
川
本
）

〇
あ
そ
は
し
（
て
）　

大
鏡
「
和
歌
も
あ
そ
ば
し
け
る
」（
二
・
良
房
）。
日
国
語
誌
「
意
味
は
徐
々
に
「
あ
そ
ぶ
」
意
か
ら
広
が
っ
た
が
、

〈
中
略
〉
中
世
の
「
平
家
物
語
」（
覚
一
本
）
で
も
、
書
く
意
、
演
奏
す
る
意
、
読
経
す
る
意
、
詠
ず
る
意
、
射
る
意
で
あ
り
、
一
般
的

な
す
る
意
の
用
例
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。」

〇
勅
答　

天
子
が
臣
下
に
答
え
る
こ
と
。
色
「
勅
答 

政
理
分 

チ
ョ
ク
タ
ウ
」（
チ
畳
字
）。
貞
信
公
記
・
抄
・
天
慶
九
年
〔
九
四
六
〕
六

月
二
〇
日
「
義
方
朝
臣
来
賜
勅
答
」。

〇
あ
る
へ
き
事
に
あ
ら
す　

こ
こ
は
文
字
通
り
「
あ
る
は
ず
の
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
（
源
氏
・
真
木
柱
「
つ
い
で
な
く

て
、
あ
る
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ず
」）
が
、
派
生
し
て
「
す
べ
き
で
は
な
い
（
と
ん
で
も
な
い
）」
の
意
に
も
な
る
。
例
と
し
て
は
宇
治
拾
遺

「
返
っ
て
悪
し
き
事
出
来
な
ん
。
あ
る
べ
き
事
に
あ
ら
ず
」（
一
九
七
・
盗
跖
と
孔
子
と
問
答
事
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〇
内
（
へ
）　

朝
廷
に
関
す
る
人
や
も
の
ご
と
を
直
接
に
言
う
こ
と
を
は
ば
か
っ
て
間
接
的
に
示
す
語
。
帝
へ
。
延
喜
十
三
年
亭
子
院
歌

合
〔
九
一
三
年
〕「
左
は
う
ち
の
御
歌
な
り
け
り
。
ま
さ
に
負
け
む
や
は
」、
伊
勢
物
語
・
六
「
太
郎
国
経
の
大
納
言
、
ま
だ
下げ

ら
ふ臈
に
て
内

へ
ま
ゐ
り
給
ふ
に
」。

〇
た
た
の
　
た
だ
の
。
普
通
の
、
あ
り
ふ
れ
た
、
日
常
の
。
栄
花
物
語
「
榊
な
ど
さ
す
ほ
ど
、
た
だ
の
こ
と
に
は
変
は
り
て
を
か
し
く
見

ゆ
れ
ど
」（
三
一
・
殿
上
の
花
見
）

〇
笛
に
（
秘
曲
）
を
伝
て　

注
解
「
笛
（
の
道
）
で
秘
曲
の
伝
授
を
う
け
て
」。「
伝
ふ
」（
下
二
）
は
、
現
代
語
な
ら
ば
「
Ａ
ガ
Ｂ
ニ
Ｃ
ヲ

伝
え
る
」
の
文
型
が
標
準
的
だ
が
、
事
物
を
受
け
る
方
に
重
点
を
置
く
用
法
が
か
つ
て
あ
っ
た
。
方
丈
記
「
わ
が
身
、
父
方
の
祖
母
の
家

を4

つ
た
へ
て
、
久
し
く
か
の
所
に
住
む
」
が
類
例
で
、「
秘
曲
ヲ
受
ケ
継
グ
」
と
い
う
訳
に
な
ろ
う
。「
ヲ
＋
つ
た
ふ
」
の
形
は
、
128
話
、
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134
話
、
139
話
、
152
話
に
あ
る
。

〇
秘
曲
　
秘
伝
の
楽
曲
。
顕
昭
古
今
集
註
・
巻
一
八
「
琵
琶
ノ
秘
曲
ウ
カ
ガ
ハ
ン
」（
一
一
八
五
年
）、
古
事
談
・
六
・
吉
備
津
宮
所
望
元

王
秘
曲
事
「
吹
皇
帝
以
下
秘
曲
等
之
間
」、
天
草
イ
ソ
ポ
・
蝉
と
蟻
「
夏
秋
歌
イ
遊
バ
レ
タ
如
ク
、
今
モ fiqiocuuo 

ツ
ク
サ
レ
テ
」。

〇（
千
）
遍　

動
作
、
作
用
の
回
数
を
数
え
る
の
に
用
い
る
。
度
。
回
。
日
本
霊
異
記
・
三
五
「
法
師
復
曰
『
斯
下
賤
王
、
千
遍
痛

（
い
た
み
や
め
）
病
、

万
遍
痛
病
』」、
天
草
ヘ
イ
ケ
「『
鶴
コ
ソ
群
レ
イ
テ
遊
ブ
メ
レ
』
ト
、
ヲ
シ
返
シ
ヲ
シ
返
シsanbẽ

（
三
遍
）
マ
デ
歌
ウ
タ
レ
バ
、
見
聞
ク
人

ミ
ナ
耳
目
ヲ
驚
カ
イ
タ
」（
二
巻
・
一
・
祇
王
）。「
千
」
は
韻
山
摂
で
韻
尾
は
ｎ
（
鼻
音
）
な
の
で
、
セ
ン
ベ
ン
と
連
濁
し
た
と
見
る
。

葛
洪
（
二
八
三
〜
三
四
三
）『
抱
朴
子
』
に
「
教
之
但
讀
千
遍
、
自
得
其
意
」
と
あ
り
。
詳
し
く
は
次
項
と
合
わ
せ
て
別
稿
準
備
中
。

〇
今
二
三
反　
「
今
」
は
副
詞
。
あ
と
。
も
う
。
事
態
の
完
了
ま
で
に
必
要
な
数
量
の
前
に
置
く
。
万
葉
集
・
八
・
一
六
二
一
「
わ
が
宿
の

萩
花
咲
け
り
見
に
来
ま
せ
今
二
日
許

（
だ
み
）

あ
ら
ば
散
り
な
む
」、
土
左
日
記
・
承
平
六
年
二
月
一
日
「
貝
の
い
ろ
は
蘇
芳
に
、
五
色
に
い
ま
ひ

と
い
ろ
ぞ
た
ら
ぬ
」。「
反
」
は
名
義
抄
に
「
カ
ヘ
ル 

カ
ヘ
ス 〈
中
略
〉
禾
ヘ
ン 

ホ
ン
」
と
あ
っ
て
、
中
国
で
の
漢
字
の
用
法
に
は
回
数
を

数
え
る
よ
う
な
も
の
は
無
い
が
、
カ
ヘ
リ
と
訓
じ
た
か
、
あ
る
い
は
「
ヘ
ン
」
と
い
う
和
音
で
「
遍
」
と
通
用
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

〇
ふ
き
は
て　

色
「
終 

ハ
テ 

畢 

竟 

已
上
同
」、「
果 
ハ
タ
ス
」（
ハ
辞
字
）。
今
昔
の
ハ
ツ
は
全
て
「
畢
」。
日
国
語
誌
「（
１
）
類
義
語
と

し
て
「
お
わ
る
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
基
本
的
に
は
、「
お
わ
る
」
が
継
続
中
の
動
作
・
作
用
の
終
止
を
原
義
と
す
る
の
に
対
し
て
、「
は
て
る
」

は
限
定
さ
れ
た
物
・
期
間
な
ど
が
、
そ
の
終
局
に
到
達
す
る
こ
と
を
原
義
と
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。（
２
）
平
安
時
代
に
は
、
仮
名

文
で
は
〈
中
略
〉
も
っ
ぱ
ら
「
は
て
る
」
を
用
い
、
一
方
、
漢
文
訓
読
文
で
は
「
お
わ
る
」
を
用
い
る
と
い
う
文
体
に
よ
る
使
い
わ
け
が

見
ら
れ
る
。（
３
）
補
助
動
詞
の
用
法
で
も
、
平
安
時
代
の
和
文
で
は
、「
は
て
る
」
が
「
お
わ
る
」
を
圧
倒
し
て
い
る
が
、
中
世
以
降
は
、

こ
の
よ
う
な
文
体
差
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
、
次
第
に
「
は
て
る
」
は
衰
退
し
て
い
く
」。
岡
野
幸
夫
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
和

文
に
お
け
る
「
は
つ
（
果
）」「
を
は
る
（
終
）」
の
意
味
用
法
：
補
助
動
詞
的
な
複
合
動
詞
後
項
の
意
味
用
法
の
通
時
的
研
究
の
た
め
に
」

（『
国
文
学
攷
』
一
五
二
号
、
一
九
九
六
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
つ
づ
く
）
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